
795

47.
611.852-013

Narke japonica膜樣 迷 路 ノ形 態 學 的 發 生ニ 就 テ

岡山醫科大學解剖學教室胎生學研究室(主 任敷波教授)

副 手 大 澤 光 男

[昭 和15年12月7日 受 稿]

1. 緒 論

魚類 ノ聴 器 ニ 關 シ テハFinemann, Techernoff,

Sidriak, Wenig, Kuhn, Noorden, Bierbaum,

Retzius,山 本,丸 山,岡 島,佐 藤 等 多數 ノ研 究 存

在 ス レ共,丸 山,Noorden等 ノ硬 骨 魚ニ 關 スル モ

ノヲ除 キ テハTechernoff, Wenig, Sidriak等 ハ

膜樣迷路 ノ一 局部 殊 ニ内淋 巴管,岡 崎 ハ 閑却斑 ヲ

研 究ノ對照 トナ シ,山 本 ハ 各 種淡 水 魚,Kuhnハ

硬 骨魚,佐 藤 ハ扁 平 魚,Bierbaumハ 各種 ノ深 海

魚 ニ就 テ檢 索 ヲ遂 ゲ タル モ,何 レモ其 ノ發 生 ニ關

スル系統 的 研究 ス,缺キ,Retziusハ 軟 骨魚 殊 ニ鮫,

〓膜様迷 路 ニ就 テ詳 細 ナ ル研 究 ヲ行 ヘ ル モ其 ノ發

生 ニ關 スル記 載 ナ ク,Finemannノ〓ニ 於 ケル 研

究ハ單 ニ内淋 巴管 ノ初 期發 生 ニ止 マ リ其 ノ後 ノ發

育 ニ關 シテハ全 然 記載 スル 所 ナ シ.斯 ノ如 ク軟 骨

魚 ノ膜樣 迷 路 ノ發生ニ 就 テ詳細 ナル 系 統 的研 究 ハ

余ハ寡 聞ニ シテ コ レ有 ル ヲ知 ラズ.茲 ニ於 テ 余 ハ

敷波教授 指導 ノ下 ニ之 ガ研究 ヲ志 シ,主 トシ テ其

ノ形態學 的發 生 ニ就 テ檢 索 ヲ遂 ゲ幾 多 ノ新 知 見 ヲ

得 タル ヲ以 テ之 ヲ報 告 セ ン トス.

2. 材 料 及 ビ 研 究 方 法

材 料 ハ敷 波 教授 ガ先 年神 奈 川 縣 三 崎 町 東 大 臨海

實驗所 ニ赴 キ採 取 セ ラ レ タル モ ノ及 ビ昭 和14, 15

兩年7月 ヨ リ9月 ニ互 リ余 ガ同 所 附 近 相模灣ニ 於

テ刻苦蒐 集 セ ル痺〓 胎兒 ヲ以 テセ リ.胎 兒ハ採 取

後直 チ ニ10% Formolalkoholニ テ 固定 シ,所 定 ノ

方 法 ヲ經 テParaffinニ 包 埋 後,Boraxcarminノ

單 染 色 又 ハHamatoxylineosinノ 複 染 色 ヲ施 シ

10-15μ ノ連續 横 斷 切 片 ヲ作製 セ リ.余 ハ 切 片 ヲ

鏡 檢 スル ト同 時 ニEdingerノ擴 大描寫 器 ニ ヨ リ

テ50倍 ニ擴 大 シ,Born-Peter氏 法 ニ ヨ リテ正 確

ナル 複成 蝋 板 模 型 ヲ作製 シ鏡 檢 所 見 ト相對 照シ 觀

察 セ リ.

3. 檢 索 所 見

第1階 梯 胎兒Nr.29長 徑8mm神 經 節 數20

膜 樣 迷 路 ハ 既 ニ外 皮 ヨ リ絞 斷 セ ラ レテ聴 胞 ヲ形

成 シ内淋 巴管 ノ發 育 顯 著 ナ リ(Fig. 1.B).右 側

ノ聴 胞 ヲ見 ル ニ其 ノ形 ハ 卵 圓形 ヲナ シ,背 部 ハ 狹

ク腹 部 ハ稍 々廣 ク シ テ菱腦 トノ間 ニ多 量 ノ間 質 介

在 ス(Fig. 1.A)模 型 ヲ窺 フニ聴 胞 ハ 頭 尾徑 最 大

Fig. 1.A

膜 樣 迷 路 右 側 横 斷 切 片(×37)
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ニ シ テ内外 徑 最 小 ナル 卵 圓形 ヲナ シ
,内 淋 巴管 ハ

背 壁 ノ中 央 ヨ リ背 内方 ニ 向 ヒ 菱 腦 ノ背壁 ニ密 接

シ,次 デ背 内尾 方 ニ向 ヒ圓形 孔 ヲ以 テ菱腦 背壁 ニ

開 口 ス(Fig. 1.B).内 淋 巴 管 起 始 部 ハ橢 圓 形 ヲ

Fig. 1.B

膜樣迷路模型 右側面觀(×50)

呈 シ其 ノ徑 大 ナ レ共,先 端 ニ 向 フ ニ從 ヒ漸 次 其 ノ

大 サ ヲ減 少 シ 圓 管 状 ヲ 呈 ス.内 淋 巴管 起 始 部 ノ

稍 々尾方 ノ聴 胞 背壁 ハ背 外 方 ニ向 ヒテ膨 出 シ テ後

半 規 管 嚢 ノ原基 ヲナ シ,同 時 ニ其 ノ背 縁 ニ平 行 シ

テ 内淋 巴 管 起 始部 ノ腹 外 方 ニハ 頭 背方 ヨ リ腹 尾方

ニ斜 走 スル 輕 微 ナ ル溝 ヲ生 ズ.コ レ即 チ後 半 規 管

ノ絞 斷 ヲ促 ス溝 ニシ テ假 リニFurche 1ト 命 名 ス

(Fig. 1.B).聴 胞 内壁 ニ ハ斯 カル溝 ハ認 メ ラ レ

ズ.切 片 ヲ鏡 檢 ス ル ニ内淋 巴管 壁 ハ重 層 圓 柱 上皮,

聴 胞 ノ背部 ハ單 層骰 子形 上 皮 ナ レ共,之 ニ反 シテ

腹部 ハ重 層 圓 柱 上 皮 ヨ リ被 ハ レGanglion acusti-

cumニ 密 接 シ將 來 ノ 神經 上 皮 ノ原 基 ヲ示 セ リ.

Ganglion acueticumハ 聴 胞 ノ頭 方ニ 於 テ ハ腦 胞

ト聴 胞 内壁 トノ間 ニ存 在 ス レ共,尾 方 ニ至 ル ニ從

ヒ次 第 ニ聴 胞 ノ腹 内壁 ニ密接 シ其 ノ中央 ニ至 リテ

消失 ス.

第2階 梯 胎 兒Nr.18長 徑10mm神 經 節 數25

聴 胞 ハ前 階 梯 ニ比 シテ稍 々増 強 シ,内 淋 巴 管 ハ

聴 胞 背 壁 ノ中 央 ヨ リ背 内方 ニ向 ヒ菱 腦 ノ背 壁 ニ密

接 シ半 圓 形 ヲ描 キ テ,外 尾 方 ニ向 ヒ菱 腦 背壁 ニ開

ロ ス(Fig. 2.A,B).後 半 規 管 嚢 原 基 ハ 背 尾方 ニ

Fig. 2.A

膜樣迷路 右側横斷切片(×37)

Fig. 2.B

膜 樣迷 路 模型 右側 面 觀(×50)

向 ヒ テ膨 出 シ,Furche 1ハ深 ク ナリ 内淋 巴管起

始 部 ノ腹 外 尾方 ヨ リ略 ボ聴 胞 ノ尾 端ニ 至 ル(Fig.

2.A,B).聴 胞 ノ腹 内壁 ノ尾方1/3ノ 部 分ハ腹 内方

ニ向 ヒ小疣 状ニ 膨 出 ス.此 者 ハLagena原 基 ニシ

テ聴 胞 ノ他 ノ部 分 トノ間 ニハ 明 カナ ル境界 ヲ認 メ

ラ レズ(Fig. 2.A,B).切 片 ヲ鏡 檢 スル ニ内淋 巴

管 壁,聴 胞 背 部 ハ 前 階梯 同 樣 ニシ テ,腹 部 ハ厚 キ重

層 圓柱 上 皮 ヨ リ被ハ レMacula communisヲ 形

成 シ,Lumenrandzoneヲ 認 メ核分 裂著 明ナ リ.

コノ期 ニ於 テ ハCarl von Noordenノ 硬 骨魚,

FleissigノGecko,山 崎 ノ 「マ ム シ」,余 ノ石龜 ニ
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於 テ記載 セルBasalmasseハ 迷 路壁 ノ各所 ニ 出現

ス.即 チFurche 1及 ビ聴 胞 外 壁 ニ最 モ多 ク存 在

ス.Ganglion acustioumハ 略 ボ 前 階梯 ニ同 ジ.

第3階 梯 胎 兒Nr.3長 徑15mm神 經 節 數32

膜樣迷路 ハ 前階 梯 ニ比 シ テ著 シク増 大 シ,内 淋

巴管 モ容積 ヲ増 加 ス ル ト共 ニ其 ノ長 サ ヲ 延 長 ス

Fig. 3.A

膜樣迷路右側 横斷切片(×37)

Fig. 3.B

膜樣迷路模型 右側面觀(×50)

(Fig. 3.A, B).聴 胞 内壁 ハ一 般 ニ平 坦 ナ レ共 外

壁 ハ凸隆 シ,Furche 1ハ 愈 々深 クナ リコノ爲 メ

ニ後 半 規 管 嚢 ハ 内 外ニ 扁 平 トナ リ背 尾方 ニ向 ヒテ

弓状 ニ膨 出 シ,其 ノ尾端 ハ腫 脹 シ テ後壺 腹 部 原 基

ヲ示 ス(Fig. 3.A, B).聴 胞 頭 部 ノ背 壁 モ亦 頭

背 方 ニ向 ヒ テ弓状 ニ膨 出 シ テ前 半 規管 嚢 ノ原 基 ヲ

示 シ,其 ノ頭端 ハ腫 脹 シ テ前壺 腹 部原 基 ヲ現 ハ ス

(Fig. 3.B).聴 胞 外壁 ノ略 ボ中 央 ニ ハ聴 胞 ノ頭 端

ヨ リ其 ノ全 長 ニ互 リテ外 方 ニ向 ヒ櫛 状 ノ隆 起 ヲ認

ム.即 チ外 半 規管 嚢 原 基 ニ シテ 外壺 腹部 原 基 ハ未

ダ 明 カ ナ ラズ(Fig. 3.A, B).後 及 ビ外 半 規 管嚢

原 基ハFurche 1ニ ヨ リテ其 ノ境 界 明 カナ レ共,

後 者 ト前 半 規 管嚢 原基 トノ間 ニハ 明 カナ ル境 界 ヲ

認 メズ.前壺 腹 部原 基 ノ腹 尾 方,外 半 規 管 嚢 原 墓

ノ頭 腹 方 ノ部 分 ハ腹 方 ニ 向 ヒ テ球状ニ膨出 ス.コ

レ橢 圓嚢 窩 原 基 ニ シ テ 前2者 トハ緩 カ ニ 移 行 ス

(Fig. 3.B). Lagenaハ 容 積 ヲ増 大 シ腹 内方ニ 向

ヒ テ突 出 ス.Lagenaノ 頭 背方,橢 圓嚢 窩 ノ腹 内

尾方 ノ部 分 ハ腹 内方 ニ向 ヒ球 状 ニ膨 出 ス.即 チ球

嚢 原 基 ニ シテ前2者 トノ間ニ ハ 明

カ ナル溝 ヲ認 ム(Fig. 3.A, B).切

片 ヲ鏡 檢 スルニ 前,後 半 規 管嚢 壁

ハ 薄 キ 單層骰 子 形 上 皮,其 ノ他 ハ

厚 キ重層 圓 柱 上 皮 ヨ リ成 ル.Ba-

aalmasseハFurche 1及 ビ外 半

規 管嚢 ノ腹 壁 ニ最 モ多 ク,後 半規

管嚢 ノ内壁 ニ極 メテ少 量 ニ認 メ ラ

ル.

第4階 梯 胎 兒Nr.2

長 徑19mm

内 淋 巴管 ハ前 階 梯ニ 比 シテ變 化

ヲ認 メズ.Furche 1ハ 益 々深 ク

ナ リ,後 半 規管 嚢 ハ内外ニ 扁平 ニ

且 其 ノ背 縁 ハ尖 鋭 トナ リ背 尾方 ニ

向 ヒテ弓 状 ニ膨 出 シ,後 壺 腹 部 原

基ハ 愈 々顯 著 トナル(Fig. 4.B. C).

然レ 共 後 半 規管 嚢 ノ内壁 ハ依 然 平
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Fig. 4.A

膜様迷路右側 横斷切片(×37)

坦 ニ シ テ斯 カル溝ハ 認 メラ レズ(Fig. 4.C).前 半

規 管 ノ外壁 ニ於 テ ハ外 半規 管嚢 トノ間 ニ輕 微 ナル

溝 ヲ生 ズ.即 チFurche 2ナ リ.前 半 規 管嚢 ノ内壁

ニハ 其 ノ背縁 ニ平 行 シ テ頭 腹 方 ヨ リ背 尾 方 ニ走 ル

淺 キ溝 出 現 ス.此 者 ハFurche 3ナ リ(Fig. 4.C).

之 等 ノ溝 ノ出現 ニ ヨ リテ前 半規 管 嚢 ハ 内 外 ニ扁 平

トナ リ頭背 方 ニ向 ヒテ膨 出 シ,背 縁 ハ尖 鋭 トナ リ

前壺 腹 部原 基 ハ 明瞭 トナ ル(Fig. 4.B)外 半 規 管

嚢 ノ腹方 ニハ之 ニ平 行 シ テ頭 尾 ニ走 ル溝 ヲ生 ズ.

即 チFurche 4ニ シテ.外 半 規 管 嚢 ハ コ ノタ メ ニ

背腹 ニ扁 平 トサ リ且外 方ニ 向 ヒテ膨 出 シ,殊 ニ尾

方 ニ於 テ著 シ(Fig. 4.A, B).外 半 規 管嚢 ノ頭

端 ハ 腫 脹 シ テ外壺 腹 部原 基 ノ初 兆 ヲ示 シ,前壺 腹

部 原 基 トノ間 ニ微 カナル 溝 ヲ認 ム.橢 圓嚢 窩 ハ腹

方 ニ向 ヒ テ膨 出 シ,前,外 壺 腹 部 原 基 トハ境 界 ナ

ク移 行 ス レ共,球 嚢 ト ノ 間 ノ溝 ハ益 々深 ク ナ ル

(Fig. 4.B). Lagenaハ 腹 内方 ニ 向 ヒテ突 出 シ,

球 嚢 ニハ變 化 ヲ認 メズ(Fig. 4.A, B, C).切 片 ヲ

鏡 檢 スル ニ内 淋 巴管 壁,前,後 半 規 管 嚢 壁 ハ 前 階

梯 ト同 樣 ナ レ共,外 半 規 管 嚢 壁 及 ビ聴 胞 ノ腹 内壁

ハ重 層 圓柱 上皮 ヨ リ成 ル.Basalmasseハ 主 トシ

テ聴 胞 外 壁 ニ存 在 シ,Furche 1,2及 ビ4ニ 多 ク

認 メ ラル.神經終 末 ハ 尚 ホ單 一ニ シ テMac. partis

Fig. 4.B

膜樣迷路模型 右側面觀(×50)

Fig. 4.C

膜 樣 迷 路 模型 右 内面觀(×50)
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sup.トinf.ニ 分離 セ ズ.神 經 司配 ニ就 テハ聴 胞 ノ

頭方 ニテ其 ノ腹 内壁 ニGanglion acusticumヨ リ

來 ル1枝Ramus ant.ヲ 認 ムル ニ過 ギ ズ.

第5階 梯 胎 兒 番 外1長 徑25.5mm

聴胞 ハ内外 ニ扁平 トナ リ頭 尾 徑 ヲ増 加 ス.内 淋

巴管ハ斜 ニ頭 背 内方 ニ向 ヒ菱 腦 ノ背 外 壁 ニ密接 シ

次デ 弓形 ヲ描 キ テ背 内 尾方 ニ向 ヒ,更 ニ腹 外 尾方

ニ轉 ジテ菱腦 ノ背 壁 ニ開 口 ス.内 淋 巴管 起始 部 ト

菱腦 ニ最 モ密接 スル部 分 トノ中央 ハ膨 大 シテ 内淋

巴嚢 ヲ形 成 シ,内 淋 巴 管 ト形 態 的 ニ區 別 セ ラ ル

(Fig. 5.B).此 期 ニ至 リFurche 1ハ 内方 ニ穿 通 シ

テ後半規 管 ヲ形 成 ス.痺〓ニ 於 テハ3半 規 管 中 後

半規管 ノ形成 最 モ早期ニ 行 ハル(Fig. 5.A, B, C).

後半規管 ハ内淋 巴管起 始 部 ノ稍 々尾方 ノ聴 胞 内壁

ノ背方1/4ノ 部分 ヨ リ垂 直 ニ背方 ニ 向 ヒ,次 デ腹 外

尾方 ニ弓状 ヲ描 キ外 半 規 管嚢 ノ尾 端 ヨ リ少 シ ク腹

内尾方 ニテ後壺 腹 部 ヲ形 成 シ,更ニ 頭 背方ニ 向 ヒ

テ半圓形 ヲ描 キLagenaノ

背方 ニテ後 半 規管 起 始部 ノ

稍 々腹尾方 ノ聴 胞 内壁 ノ中

央 ニ開 口 スル1ツ ノ獨 立 セ

ルZirkelgangヲ 形 成 ス.

後半規管 起始 部 ハ圓 形 ナ レ

共尾方ニ 赴 ク ニ從 ヒ背腹 ニ

扁平ナル橢 圓 形 ヲナ シ,後

壺腹部 ヨリ聴 胞 開 口部 ニ至

ル部 分ハ 内外ニ 扁 平 ナル橢

圓形 ヲ呈 ス(Fig. 5.A, B, C).

前半規 管嚢 ハ頭背 方 ニ向 ヒ

テ膨 出シ,Furche 2及 ビ

3ハ 稍 々 深 ク ナ リ,殊 ニ

Furche2ハ 其 ノ背 縁 ニ平

行 スル弓状 ノ溝 ヲ形成 ス.

コノタ メニ前 半規 管 嚢 ハ著

ジク内外ニ 扁 平 トナ リ
,前

壺腹部原基 ハ愈 々明瞭 トナ

ル(Fig . 5.B, C). Furche 4

Fig. 5.A

膜樣迷路右側 横斷切片(×37)

Fig. 5.B

膜樣迷路模型 右側面觀(×50)
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モ深 ク ナ リ從 ツテ外 半 規 管

嚢 ハ背 腹 ニ扁 平 トナ リ外 方

ニ向 ヒテ膨 出 シ,外壺 腹 部

原基 モ外 方 ニ 向 ヒ球 状 ニ膨

出 シ,前壺 腹 部 原基 トノ境

界亦 明瞭 トナル(Fig. 5.B).

橢 圓嚢 窩 ハ腹 方 ニ向 ヒテ膨

出 シ,前,外壺 腹 部 原基 ト

ハ淺 キ溝 ニ ヨ リテ境 セ ラル

ル モ,球 嚢 ト ノ 間 ノ溝 ハ

益 々深 ク ナ リ且 コ ノ溝 ハ 背

外 尾方 ニ延 長 シ球 嚢 トノ境

ヲナ ス(Fig. 5.B). Lagena

ハ腹 内方 ニ向 ヒ テ突 出 シ内

外 ニ扁 平 トナ リ,球 嚢 モ 内

外 ニ扁平 ニ腹 内方ニ 向 ヒテ

膨 出 シ,兩 者 ハ 腹壁ニ 於 テ

ハ境 界 ヲ認 ム レ共,内 外 兩

壁 ニハ 明 カ ナ ル 境 界 ナ シ

(Fig. 5. B, C).切 片 ヲ鏡 檢

スル ニ 内淋 巴 管及 ビ 内淋 巴 嚢 壁 ハ 共 ニ重 層 圓 柱 上

皮 ニ シ テ鏡 檢 上鑑 別 シ難 シ.後 半 規 管及 ビ前 半 規

管 嚢壁 ハ何 レモ單層骰 子 形 上 皮 ナ レ共,外 半 規 管

嚢 壁ハ 尚 ホ厚 キ上皮 ヨ リ成 リ,球 嚢 及 ビLagena

ハ内 外 兩 壁 共 厚 キ重 層圓 柱 上皮 ヨ リ被 ハ ル.Ba-

salmasseハ 後 半 規管 ノ腹 壁,Furche 2及 ビ4ニ

最 モ多 ク存 在 ス.神 經 終 末 ニ於 テハMac. partis

sup.トinf.ノ 分 離 ハ認 メザ レ共,後壺 腹 櫛 ハMac.

partis inf.ヨ リ分 離 シ テ獨 立 ノ神 經 終 末 ヲ形 成
ク

ス,神 經 司 配 ニ就 テ ハRam. ant.ハRamulus

amp. ant., Ram. amp. lat.及ビRam. reces.

utric.ニ 分 枝 シ,Ganglion acusticumノ 尾 方 ヨ

リCrieta amp. post.ニ 終 ルRam. amp. post.

ヲ認 ム.

第6階 梯 胎 兒 番 外2長 徑25mm

内 淋 巴 管,内 淋 巴 嚢 及 ビ 後 半 規 管 ハ 前 階 梯 ニ比

シ テ 著變 ヲ 見 ズ.前 半 規 管 嚢 ニ 於 ケ ルFurche 2

Fig. 5.C

膜樣迷路模型 右内面觀(×50)

Fig. 6.A

膜樣 迷路右側 横斷切片(×37)
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及 ビ3ハ 内外 穿 通シ テ前 半 規

管 ヲ形 成 ス.即 チ前 半規 管 ハ

前壺腹 部原 基 ノ背 方 ヨ リ起 リ

少シク外方 ニ,然 ル 後背 内 尾

方 ニ向 ヒテ 弓状 ヲ描 キ内淋 巴

起 始部 ノ頭方 ニテ聴 胞 背壁 ニ

開口 シ,其 ノ形 ハ背 腹 ニ長 キ

卵圓形 ヲ呈 ス.然 レ共前 半 規

管 ノ腹部 及 ビ尾 部 ニハ 未 ダ大

部分 ニ互 リテ吸收 セ ラ レザ ル

部分 ヲ殘 存 ス(Fig. 6.A, B).

前半規管 形 成 ノ結 果 橢 圓嚢 上

竇ハ略 ボ其 ノ位置 ヲ指摘 シ得

ルモ周圍 ニ對 スル境 界 ハ 明瞭

ナ ラズ.前 壺 腹部 原 基 ハ腹 方

ニ向 ヒテ膨 出 シ形 状 愈 々明 カ

トナル.Furche 4ハ 前 階 梯

ニ比 シ テ更 ニ深 クナ リ外 半 規

管嚢 ハ外 方 ニ向 ヒテ膨 山 ジ背

腹 ニ扁平 トナル(Fig. 6.B).

橢圓嚢窩 ハ腹 方ニ 向 ヒテ膨 出

シ,球 嚢 トノ間 ノ溝 ハ益 々深

クナ リ其 ノ境 界愈 々明 瞭 トナル.球 嚢 及 ビLagena

ニ於 テハ變 化 ヲ認 メズ.切 片 ノ顯微 鏡檢 査 ヲ行 フ

ニ外半規 管嚢 ノ尾部 ハ漸次 菲 薄 トナ ル モ頭 部 ハ 尚

ホ厚 キ上皮 ヨ リ成 リ,前,後壺 腹 部 原基 ノ内壁 ハ

薄ク,外 壁ハ 厚 キ重 層 圓柱 上 皮 ヨ リ被 ハ レ,橢 圓

嚢 窩ハ厚 キ重 屠圓 柱 上皮 ヨ リ成 ル.球 嚢 内壁 ハ 厚

キ重 層圓柱 上 皮,外 壁 ハ重 層 ナ レ共 内壁 ニ比 シ テ

著 シク薄 ク且Lumenrandzone認 メズ.Lagena

ハ内外兩壁 共 ニ 厚 キ重 暦 圓 柱 上 皮 ヨ リ 成 ル.

Basalmasseハ 前 半規 管 ノ内 外兩 壁 ニ最 モ多 ク,

外半規 管嚢 ノ背 壁 及 ビFurche 4ニ 存 在 ス.神 經

終末 ハ前,外壺 腹櫛 及 ビ橢 圓嚢 窩聴 斑 ハ連 續 スル

共同 ノ神 經終 末 ヲナ シ,Mac. partis sup.トinf.

ハ 分 離 スル ニ至 ラ ズ
.神 經 司 配 ハRam. amp. ant.

Ram. amp. lat.
, Ram. amp. poet.竝 ニRamulus

Fig. 6.B

膜様迷路模型 右側面觀(×50)

sacculiヲ 認 ム.

第7階 梯 胎 兒Nr.4長 徑26mm

内淋 巴管 ハ 長 サ ヲ延 長 シ,内 淋 巴嚢 起 始 部 ハ膨

大 シ,コ レヨ リ頭背 方 ニ向 ヒ菱 腦 ノ背 外 壁 ニ密 接

シU字 形 ニ屈 曲 シテ外 尾方 ニ向 ヒ何 等 ノ境 界 ナ

ク 再 ビ内淋 巴管 ヲ形 成 シ テ 菱 腦 ノ背壁 ニ 開 ロ ス

(Fig. 7.B).後 半規 管 ハ 内淋 巴 管 起 始部 ノ腹 尾方

ニ テ球 嚢 ノ背 内 尾方 ニア ルDuctus canalis poste-

riorisヨ リ起 リ稍 々頭 背 方 ニ向 ヒ,内 淋 巴管 起 始

部 ト内 淋 巴嚢 起 姶部 トノ略 ボ 中央 ニ テ屈 曲 シテ腹

外 尾方 ニ 向 ヒ,弓状 ヲ描 キ外 半 規管 ノ後 端 イ稍 々

尾方 ニテ橢 圓 形 ノ後壺 腹 部 ヲ形 成 シ,更 ニ頭 背 方

ニ半 圓 形 ヲ描 キDuctus canalis posteriorisニ

絡 ル(Fig. 7.A, B, C)コ ノ期ニ 於 テハDuctus

canalis posteriorisハ 極 メ テ 短 キ管 トシ テ認 メ
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ラル(Fig. 7.A, C).前 半規 管 ハ前壺 腹 部 ノ背

方 ヨ リ少 シク外 方 ニ,然 ル後 急 傾 斜 ヲナ シ テ背

内 尾方 ニ向 ヒ後 半 規 管 屈 曲 部 ノ高 サ ニ テ く字 形

ニ屈 曲 シ,内 淋 巴管 起 始 部 ノ頭 背 外 方 ニ於 テ橢

圓 嚢 上竇 ニ注 グ(Fig. 7.B, C).前壺 腹 部ハ 前

階 梯 ニ比 シテ變 化 ナ シ.外 半 規 管 嚢 ノ背腹 兩壁

ハ 密着 シ吸 收 セ ラ レ外 半規 管 ヲ形 成 ス.コ ノ者

ハ外壺 腹 部 ノ尾方 ヨ リ斜 ニ背 内 尾労 ニ向 ヒPars

basilarisノ 後 端 ノ稍 々背 外 尾方 ニ テ 屈 曲 シ テ

背 内方 ニ向 ヒ,後壺 腹 部 ノ頭 背 内方 ニテ再 ビ屈

曲 シ頭 背 外方 ニ向 ヒ球 嚢 ノ背 内 尾方ニ 開 口 シ其

ノ形 ハ背 腹 ニ扁 平 ナル橢 圓形 ヲ呈 ス(Fig . 7.A,

B, C)外 壺 腹 部 ハ外 方 ニ向 ヒ球 状 ニ 膨 出 シ,橢

圓嚢 窩及 ビ前 壺 腹 部 ニ對 ス ル 境 界 明 瞭 トナ ル

(Fig. 7.B).3半 規管 形成 ノ結 果 橢 圓嚢 上竇 ハ

益 々 明 カ トナル モ 周圍 ニ對 スル 境 界 ハ尚 ホ明 瞭

ヲ缺ク.橢 圓嚢 窩 ハ腹 方 ニ向 ヒ テ

球状ニ 膨 出 シ,球 嚢 トノ間 ノ溝 ハ

益 々深 ク ナ リ境 界 愈 々 明瞭 トナ ル

(Fig. 7.B).球 嚢 ハ 内外 ニ扁平 ト

ナ リ腹 方 ニ向 ヒテ膨 出シ,Lagena

ハ更 ニ腹 内方 ニ向 ヒテ屈 曲 シ,兩

者 ノ境 界 ハ腹 壁 ノ ミナ ラズ 内外 兩

壁 ニ於 テモ認 メ得(Fig. 7.A, B, C).

外 半規 管 形 成 ノ結 果Pars basilaris

ハ 明瞭 トナ リ,コ ノ者 ハLagena

ノ背 外 方,球 嚢 ノ背 尾方 ニ位 シ,

形 ハ内 外 ニ扁 平 ナ ル橢 圓 形 ヲナ シ

前2者 トハ 境 界 ナク移 行 ス(Fig. 7.

B,C).且 コ ノ期 ニ於 テForamen

sacculocochleareモ 初 メ テ 明 カ

トナル.切 片 ヲ鏡 檢 スルニ 内 淋 巴

管,内 淋 巴嚢 及 ビ前,後 半 規 管 壁

ハ 前 階 梯 ト同樣 ナ レ共 ,外 半 規 管

壁ハ 稍 々厚 キ上 皮 ヨ リ成ル.Pars

basilarisハ 内外 兩 壁 共ニ 厚 キ重 層

圓 柱 上 皮 ヨ リ表 ハ レumenrand-

Fig. 7.A

膜樣迷路 右側横斷切片(×37)

Fig. 7.B

膜樣迷路模型 右側面觀(×50)
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Fig. 7.C

膜樣迷路模型 右内面觀(×50)

zone著 明 ナ リ.Basalmasseハ 前 半 規 管 ノ内外

兩壁,橢 圓嚢 上竇 外壁,球 嚢 外 壁 及 ビ外 半 規 管 ノ

内壁 ニ存 在 ス.神 經 終 末 ハMac. partis sup.ト

inf.ハ 將ニ 分 離 セ ン トシ,前壺 腹櫛ハ 橢 圓 嚢 窩聴

斑 ト分 離 シテ獨 立 ノ神 經 終 末 ヲ形 成 シ,橢 圓嚢 窩

聴 斑 ト外 壺腹 櫛 竝ニ 球 嚢 聴 斑 トPapilla lagenae

及ビPapilla basilarisト ノ分 離 モ未 ダ行ハ レズ.

神經 司 配 ハ前 階梯ニ 同 ジ.

第8階梯 胎兒Nr.14長 徑26.5mm

内淋 巴管 ハ前 階 梯 ニ比 シテ著變 ナ ク,内 淋 巴嚢

ハ一 般 ニ増大 シ特 ニ其 ノ起 始 部 ハ膨 大 シテ橢 圓形

ヲ呈 シ内淋 巴管 トノ匿 別 益 々顯 著 ナ リ(Fig. 8.A,

B, C).後 半規 管 ノ形 状 及 ビ經 過 ハ前 階 梯 ト同樣 ナ

レ共其 ノ長 サ ヲ増 加 シDuctus canalis posterioris

モ稍 々長 サ ヲ延 長 ス(Fig. 8.C).前 半 規管ハ 前 階

梯 ニ比 シテ 弓状 ニ彎 曲 シ,前 壺 腹 部ニ ハ變 化 ヲ認

メズ.外 半 規 管 ハ外壺 腹 部 ノ尾方 ヨサ永 平 ニ尾 方

ニ向 ヒPars basilarisノ 外 尾方 ニ於 テ屈 曲 シ
,背

内方 ニ向 ヒ後壺 腹 部 ノ頭 背方 ニテ後 半 規 管 ト交 錯

シ,再 ビ屈 曲 シ テ更ニ 頭外 方 ニ向 ヒ再 度 後 半 規管

ト交 錯 シ テ橢 圓嚢 上竇 ノ背 尾方 ヨ リ之 ニ注 グ.外

壺 腹 部ハ 外 方ニ 向 ヒ球 形 ニ膨 出 ス(Fig. 8.A, B, C).

橢圓嚢 上竇 ハ 内外ニ扁 平ニ シテ頭 尾 ニ長 キ橢 圓 形

ヲナ シ,橢 圓嚢 及 ビ球嚢 トノ間 ニハ境 界 ヲ認 メズ

(Fig. 8.B).橢 圓 嚢 ハ橢 圓嚢 窩 ノ背 内方 ニ位 シ,

橢 圓嚢 窩 ハ腹 方 ニ向 ヒテ球 状 ニ膨 出 ス.而 シテ球

嚢 トノ間 ノ溝 ハ益 々深 クナ リ,前 及 ビ外壺 腹 部 ト

ノ境 界 愈 々 明瞭 トナル(Fig. 8.A, B).球 嚢 ハ前

階 梯 ニ比 シ テ 内外 徑 ヲ増 加 シ 内壁 ハ僅 ニ凸 隆 スル

モ,外 壁 ハ平 坦 ニ シ テ橢 圓嚢 及 ビ橢 圓嚢 窩 トハ 尚

〓廣 ク交 通 ス(Fig. 8.B, C).Lagenaハ 著變 ナ

〓
,Pars basilarisハ 稍 々内外 徑 ヲ増 加 シ球 嚢 及

ビLagenaト ハ 境 界 ナ ク移 行 ス(Fig. 8.B).切

片 ヲ鏡 檢 スル ニ内 淋 巴管,内 淋 巴嚢 壁 ハ 共ニ 重 層
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Fig. 8.A

膜樣 迷路 右側横斷切片(×37)

Fig. 8.C

膜様迷路右側 横斷切片(×37)

Fig. 8.B

膜 樣 迷 路 模型 右 側 面觀(×50)(2/3縮 小)

圓柱 上皮 ヨ リ成 リ鏡 檢上 兩者 ノ鑑 別 不能 ナ リ.

外 半 規 管 壁 ハ壺 腹 部 ヲ除 キ著 シク薄 ク單層 骰

子 形 上 皮 ヨ リ被 ハ ル.Basalmasseハ 橢 圓嚢

上竇 外壁,球 嚢 ノ背 外 壁 及 ビ外 半規 管 ノ背 腹

兩 壁 ニ存 在 ス.コ ノ期 ニ至 レバMac. partis

supトinf.ハ 完 全 ニ分離 シ,外壺 腹櫛 及 ビ橢

圓嚢 窩 聴 斑 モ各 々獨 立 シ テ完 全 ナル 神經終末

ヲ形 成 ス レ共,球 嚢 聴 斑 トPapilla lagenae

竝 ニPapilla basilarisト ノ分 離 ハ未 ダ行 ハ レ

ズ.而 シ テ後壺 腹櫛 ニ 於 テ ハ毛細 胞,支 柱細胞

ノ分 化 ヲ認 メSeptum transversumノ 發達

顯 著 ナ リ.神 經 司配 ニ就 テ ハRam. lagenae,

Ram. basilarisノ 分 離ハ 未 ダ認 メ難 シ.

第9階 梯 胎 兒Nr.9長 徑29mm

コ ノ期 ニ於 テ ハ耳 嚢 ハ初 メテ前 軟 骨 ノ状 態
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Fig. 9.A

膜樣迷路右側 横斷切片(×37)

ニテ出現 ス.内 淋 巴管 ニハ變 化 ヲ認 メザ レ共,内

淋 巴嚢起 姶部 ハ 尾方 ニ向 ヒテ球 状ニ 膨 大 シ,コ レ

ヨ リ頭背 内方ニ 向 ヒ菱 腦 ノ背 外 壁ニ 密接 シ,U字

形ニ 屈 曲 シ テ 外 尾 方ニ 向 ヒ 菱 腦 ノ背壁ニ 開 ロ ス

(Fig. 9.B, C, D).3半 規 管 ハ 形 態 的ニ増 強 ヲ認 ム

ル ノ ミ.前 及 ビ外壺 腹 部ハ 橢 圓嚢 窩 トノ間 ニ於 ケ

ル溝 ハ益 々深 ク ナ リ形状 愈 々明 瞭 トナル(Fig. 9.

B).橢 圓嚢窩 ハ 腹外 方 ニ向 ヒ テ球 状 ニ膨 出 シ,球

嚢 トノ間 ノ溝 ハ深 ク ナ リ且 コ ノ溝 ハ腹 壁 及 ビ外 壁

ノ ミナ ラズ 内壁 ニ及 ビ兩 者 ノ境 界 ヲナ ス(Fig. 9 .

B,D).前 階 梯ニ テ 内外 ニ扁 平 ニ頭 尾 ニ長 キ橢 圓

形 ヲ呈 セル橢 圓 嚢 上竇 ハ頭 尾徑 ヲ縮 小 シ テ略 ボ 圓

形 トナ リ且 其 ノ長 サ ヲ延 長 ス(Fig. 9.A, B, D).

橢 圓嚢 ハ其 ノ位 置 愈 々 明瞭 トナ リ,橢 圓嚢 上 竇 ト

ハ緩 カ ニ移 行 ス レ共
,橢 圓嚢 窩 トノ間 ニハ外 壁 ニ

Fig. 9.B

膜樣迷路模型 右側面觀(×50)(2/3縮 小)

於 テハ境 界 ヲ認 メザ ル モ,内 壁 ニ於 テ ハ淺 キ溝 ニ

ヨ リテ境 セ ラル(Fig. 9.A, B , D).球 嚢ハ 内外 兩

壁 共 ニ稍 々凸 隆 シテ 内外 徑 ヲ増 加 シ橢 圓 形 ヲ呈 シ

其 ノ長 軸 ハ 背 内方 ヨ リ腹 外方ニ 向 フ(Fig. 9.B,

C, D).而 シテ橢 圓嚢 及ビ 橢 圓嚢 窩 トノ交 通口 バ

前 階 梯ニ 比 シテ 稍 々縮 小 スレ 共尚 ホ廣 ク交 通 ス.

Lagena及ビPars basilarisニ ハ憂 化 ヲ認 メズ.

鏡 檢 所 見 ヲ述 ブ レバDuct. canalis post.ノ 壁 ハ

1乃 至2層 ノ圓柱 上皮 ヨ リ成 リ,其 ノ他 イ迷 路 壁

ハ神 經 終 末 ヲ除 キ一般ニ 薄 ク單層 設 子 形 又 ハ單 層

扁 平 上 皮 ヨ リ被 ハル.Basalmasseハ 橢 圓 嚢 外 壁,

球 嚢 背 壁 及 ビ外 壁 ニ僅 ニ認 ムル ニ過 ギ ズ.神 經 終

末 ニ就 テハ3ツ ノ櫛 ニ於 テハ 毛細 胞,支 柱 細 胞 ノ

分 化 ヲ認 メ,Septum transversumノ 發 達 顯 著

ナ リ.神 經 司 配 ハ前 階 梯 ト大 差 ヲ見 ズ.

127



806 大 澤 光 男

Fig. 9.C

膜 樣迷路右側 横斷切片(×37)

第10階 梯 胎 兒Nr.15長 徑28mm

内淋 巴管 ノ先 端 ハ 少 シ ク膨 大 シ背 内方 ニ向 ヒテ

屈 曲 シ 内淋 巴嚢 ニ移 行 ス.内 淋 巴嚢 ハ著 シ ク其 ノ

容 積 ヲ増 大 シ,特 ニ起 始 部ハ 尾 方ニ 向 ヒ球 状 ニ膨

大 ス.コ レヨ リ斜 ニ頭 背 内方 ニ向 ヒ テ菱腦 ノ背 壁

ニ密 接 シ テU字 形 ヲ描 キ外 尾方 ニ向 ヒ漸次 其ノ 徑

ヲ縮 小 シ菱腦 背 壁 ニ 開 ロ ス.コ ノ期 ニ至 レバU字

形 ノ兩 邊 ハ 次第 ニ間 隔 ヲ縮 メ テ内淋 巴嚢 起 始 部 ノ

膨 大 部 ニ密 着 セ ン トシ,左 右 ノ内淋 邑嚢ハScha-

deldachノ 正 中線 ニ接 近 シ來 タル(Fig. 10.A, B).

3半 規 管 及 ビ3壺 腹 部 ニハ變 化 ヲ認 メ ザ レ共,

Duct. canalis post.ハ 稍 々長 サ ヲ延 長 ス(Fig.

10. C).橢 圓嚢 ハ腹 外 方ニ 向 ヒテ膨 出 スルト 同

時 ニ頭 尾 徑 ヲ増 加 シ,球 嚢 トノ間 ノ溝 ハ 内外 兩壁

及 ビ腹 壁 共 ニ深 ク ナ リ兩者 ノ區 別 愈 々顯 著 トナ ル

(Fig. 10.B).橢 圓嚢 上竇 ハ其 ノ長 サ ヲ延長 シ,橢

圓 腹 ハ前 者 竝 ニ球 嚢 トノ間 ニ明 確 ナ ル境 界 ヲ認 メ

Fig. 9.D

膜樣迷路模型 右内面觀(×50)(2/3縮小)

ラ レズ.球 嚢 内壁 ハ凸 隆 シ,外 壁 ハ稍 々平 坦 ニシ

テ其 ノ長 軸ハ 頭背 内方 ヨ リ腹外 尾 方 ニ向 フ(Fig

10.B, C).而 シ テ球嚢 ト橢 圓 嚢 及 ビ橢 圓嚢 窩 トハ

前 階 梯 同樣 尚 ホ廣 ク交 通 ス.Lagenaノ 尖端 ハ少

シ ク膨 大 シ腹 内方ニ向ヒ テ彎 曲 シ,Pars basilaris

ニハ變 化 ヲ認 メズ(Fig. 10 .B).切 片 ヲ鏡檢 スル

ニ 内淋 巴管,内 淋 巴嚢 壁 ハ 共 ニ重層 圓柱上 皮,3

半 規 管壁 ハ單 層 骰 子 形 上皮 ヨ リ成 リ,橢 圓嚢 窩ハ

聴 斑 ノ部 分 ヲ除 キ單 層骰 子形 上皮 ニテ被 ハ ル.球

嚢 ノ内腹 壁 ハ重 層 圓 柱 上皮 ナ レ共,外 壁 ハ所ニ ヨ

リ單 層 圓柱 上 皮 又 ハ 單 層 骰 子形 上 皮 ヨ リ成 リ,

Lagenaノ 内壁 ハ重 層,外 壁 ハ單 層 圓柱 上皮,Pars

basilarisハ 内外 兩壁 共 ニ重 層 圓柱 上皮 ヨ リ成 ル.

尚 ホ コノ期 ニ至 レバBasalmasseハ 殆 ド消失 ジ識

別 セ ラ レズ,神 經 終 末ニ 於 テハ 球 嚢 聰斑,Papilla

lagenae及ビPapilla basilarisノ 分離ハ 未 ダ之

ヲ認 メザ レ共,3櫛ニ 於 ケル 毛細 胞,支柱 細 胞 ノ
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Fig. 10.A

膜樣迷路右側 横斷切片(×37)

Fig. 10.B

膜樣迷路模型 右側面觀(×50)(2/3縮 小)
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分 化 ハ 益 々明 カ トナ リ.Septum transversum

ノ發 達 愈 々顯 著 ニ シ テ,橢 圓嚢 窩聴 斑,球 嚢

聴 斑 ニ於 テ モ兩 細 胞 ノ分 化 ヲ認 ム.神經 司配

ニ就 テハRam. lagenae, Ram. basilarisノ

分 離 ハ 未 ダ認 メ難 シ.

第11階 梯 胎 兒Nr.19長 徑37mm

膜 樣 迷 路 ハ コ ノ期 ニ至 リテ 著 シ ク容 積 ヲ増

大 シ,内 淋 巴管 亦 長 サ ヲ延 長 ス.内 淋 巴嚢 起

始 部 ノ斷 面 ハ長 方形 ヲ呈 シ且 尾方 ニ向 ヒテ球

状ニ 膨 大 シU宇 形 ノ兩 邊 ハ 漸 次 間 隔 ヲ縮 小

ス(Fig. 11.B, C, D, E).前 半 規 管 ハ 前 階梯 ニ

比 シ テ長 サ ヲ延 長 シ,コ ノ者 ハ前壺 腹部 ノ背

方 ヨ リ少 シ ク外 方 ニ,然 ル後 背 内 尾方 ニ弓状

ヲ描 キ 内淋 巴管 ノ略 ボ 中央 ノ高 サ ニ テ 約45

度 屈 曲 シ橢 園嚢 上 竇 ノ背 尾方 ニ 開 ロ シ,其 ノ

形 ハ 卵 圓形 ヲ呈 ス(Fig. 11.A, B, D).前壺 腹

部 ハ橢 圓形 ヲナ シ,Septum transversumノ

發 達 ニ ヨ リテ外 尾方 ヨ リ腹 内方 ニ向 フ截 痕 ヲ

認 ム.後 半 規 管 モ其 ノ長 サ ヲ増 加 シ,コ ノ者 ハ

球 嚢 内 尾 壁 ノ中央 ニ ア ルDuct. canalis post.

ヨ リ起 リ斜 ニ頭 背外 方 ニ向 ヒ前半 規 管屈 曲部

ト略 ボ 同 ジ高 サ ニ於 テ屈 曲 シ テ弓 状 ヲ描 キ テ

腹外 尾方 ニ向 ヒ外 半 規管 ト交 錯 シ,橢 圓 形 ニ

膨 大 セ ル後壺 腹 部 ヲ形 成 シ,更 ニ頭 背 内 方 ニ

向 ヒ テ半 圓形 ヲ描 キDuct. canalis post.ニ

終 ル(Fig. 11. B, D). Duct. canalis post.

モ稍 々長 サ ヲ延 長 シ,後壺 腹 部 ニハSeptum-

transversumノ 發 達ニ ヨ リ 内外 ニ向 フ深 キ

截 痕 ヲ認 メラル.外 半規 管 ハ外壺 腹 部 ノ尾 方

ヨ リ水 平ニ 弓 形 ヲ描 キ テ外 尾 方ニ 向 ヒ,Pars

basilarisノ 外 尾 方 ニ テ屈曲 シ テ 背 内 方 ニ向

ヒ,後 壺 腹 部 ノ頭 背方 ニ於 テ後 半規 管 ト交錯

シ,少 シ ク背 内 方 ニ向 ヒ約80度 屈 曲 シテ 頭外

方 ニ 轉 ジ,再 ビ後 半 規 管 ト交錯 シ,内 淋 巴管

ノ外 側 ニ テ少 シ ク屈 曲 シ テ頭方 ニ向 ヒ橢 圓嚢

上竇 ノ腹 尾 方 ニ開 ロ ス(Fig. 11.B, D, E).外

壺 腹 部 ハ橢 圓 形 ヲ呈 シSeptum transversum

Fig. 10.C

膜樣迷路右側横斷切片(×37)

Fig. 11.A

膜 樣 迷 路 右 側 横 斷 切 片(×37)
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ノ發達 ニヨ リテ頭 外 方 ヨ リ内尾 方 ニ向

フ截痕 ヲ有 ス.橢 圓 嚢窩 ハ外 方 ニ向 ヒ

テ膨 出シ背腹 ニ扁 平 トナ リ頭 尾 徑 ヲ増

加 ス(Fig. 11.A, B, D).球 嚢 ト橢 圓嚢

上寳及 ビ橢 圓嚢 トノAbschnurungノ

進展 ノ結 果茲 ニ橢 圓 嚢 ハ全 貌 ヲ現 ス.

即チ コノ者ハ 橢 圓形 ヲ呈 シ,背 尾 方 ハ

境界 ナク橢 圓嚢上 竇 ニ移 行 シ,橢 圓 嚢

窩 トハ内壁 ニ於 テ ハ頭 腹方 ヨ リ背 尾 方

ニ向 フ溝 ニ ヨ リテ境 セ ラル(Fig. 11.A,

B, C, D).而 シ テ橢 圓嚢 窩 トノ交通 孔

ヲナ スDuctus utricularisハ 極小 ノ圓

形管 トシ テ橢 圓嚢 窩 ノ背 壁 中央 ト橢 圓

嚢 ノ頭腹 外壁 トヲ連絡 ス(Fig. 11.A).

橢 圓嚢 上竇 ハ長 サ ヲ延 長 シ,橢 圓 嚢 ヨ

リ斜 ニ背 外 尾方 ニ走 リ其 ノ形 ハ橢 圓 形

ヲ呈 ス(Fig. 11.B, D).球 嚢 ハ 内外

兩壁共凸 隆 シ,背 壁 ハ鈍 圓 ニ シ テ腹壁

ハ尖鋭 ナ ル 卵 圓 形 ヲ ナ シ,長 軸 ハ背

内方 ヨ リ腹 外方 ニ向 フ(Fig. 11.B,

D, E).前 階 梯迄 廣 ク交 通 セ ル球 嚢,橢

圓嚢 及ビ 橢 圓嚢 窩 ハ コノ期 ニ至

リテ橢圓嚢 形 成 ノ結果Canalis

communicansハ 茲 ニ球 嚢 ノ頭

内背壁 ト橢 圓嚢 窩 ノ背 内尾 壁 ヲ

連絡 スル圓 形管 トシテ認 メラル

(Fig. 11.C, D).而 シテForamen

sacculocochleareハ 球 嚢 ノ腹 内

尾方ニ 開 口 ス.Lagenaハ増 大

シ,Pars basilarisハ 背 壁 ハ 尖

鋭 トナ リ尾方ニ 向 ヒテ稍 々凸 隆

ス(Fig . 11.B, D).鏡 檢 所 見 ヲ述

ブ レバ3半 規管,内 淋 巴管 ,内 嚢

壁竝 ニ球 淋 巴嚢,Pars basilaris

ノ壁 ハ 前階 梯 ト同樣 ニ シ テ
,

Ductus utricularis
, Canalis

communicansノ 壁 ハ何 レモ單

Fig. 11.B

膜 樣迷路模型 右側面觀(×50)(2/3縮 小)

Fig. 11.C

膜 様 迷 路 右 側 横 斷 切 片(×37)
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層 骰 子 形 上 皮,Lagena

ノ外 壁 ハ單 層 骰 子 形上

皮,内 壁 ハ 重 層 圓柱 上

皮 ヨ リ被 ハ ル.神 經

終 末 ハ コ ノ 期 ニ至 リ

テ球 嚢聴 斑 トPapilla

lagenae及 ビPapilla

basilarisハ 分 離 シ テ

各 々獨 立 ノ神經 終 末 ヲ

形 成 シ,Ram. lagenae,

Ram. basilarisモ 亦 完

全 ニ分離 ス.

第12階 梯

胎 兒Nr.21

長 徑50mm

膜 樣 迷 路 ハ 容積 ヲ増

張 シテ從 來 ノ 約1.5倍

大 トナ リ,内 淋 巴管 ハ

長 サ ヲ延 長 スル ト共ニ

其 ノ先 端 ハ増 大 シテ背

内方 ニ向 ヒ約120度 屈

曲 シテ内 淋 巴嚢 ニ移 行

ス.内 淋 巴嚢起 始 部 ハ

尾方ニ 向 ヒ膨 大 ス レ共

一 般 ニ背 腹 ニ扁 平 トナ

リ内外 徑 ヲ増 加 シ,其

ノ壁 ハ凸 凹 不 同 ヲ呈 ス

(Fig. 12.A, B, D.).而

シ テU字 形 ノ兩 邊 ハ

益 々間 隔 ヲ縮 小 シ,左

右 ノ内淋 巴嚢 ハScha-

deldachノ 正 中 線 ニ於

テ愈 々接 近 スル ニ至 ル

(Fig. 11.A).前 半 規 管

ノ經 過 ハ 前 階梯 ト同樣

ナ レ共 外 淋 巴腔 ノ發 達

ニ ヨ リテ管 腔 ハ 著 シク

Fig. 11.D

膜 様 迷 路模 型 右 内面 觀(×50)(2/3縮 小)

Fig. 11.E

膜 樣 迷 路 右 側 横 斷 切 片(×37)
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凸凹ニ富 ム(Fig. 12.A,

B, D).後 半 規管 モ亦管

腔扁平 トナ リ凸凹 不 同

又ハ不正3角 形 ヲ呈 ス

(Fig. 12.B, D, E).外

半規管ハ 壺 腹部 ニ 近 キ

部分ハ 背腹 ニ扁 平 ナ レ

共,其 ノ他 ノ部 分 ハ凸

凹不同 ノ4角 形 又 ハ 不

正3角 形 ヲ現 ス(Fig.

11.B, C, D, E).前壺 腹

部ノ壁 ハ著 シク凸 凹 ニ

富 ミコノ者 ハ直接 橢 圓

嚢窩 ニ注 ガズ シテ圓 形

孔 ヲ以 テ橢 圓 嚢 ノ頭 腹

部 ニ開 ロシ,前 壺 腹櫛

ハ其 ノ腹壁 ニ頭 内方 ヨ

リ外尾方 ニ帶 状 ヲナ シ

テ存在 ス(Fig. 12.B).

外壺 腹部ハ容 積 ヲ増 大

シ其 ノ腹外壁 ニ櫛 ヲ有

ス(Fig. 12.B).外 壺

腹部 ハ圓形孔 ヲ以 テ橢

圓嚢 ノ頭外壁 ニ開 ロ シ

橢 圓嚢 ハDuctus utri-

cularisニ ヨ リテ間 接

ニ橢圓嚢 窩 ニ連 ル.後

壺腹部ハ前 階梯 同樣 橢

圓形 ヲナシ外 腹壁 ニ櫛

ヲ認 ム.橢 圓嚢 窩 ハ腹

方ニ 向 ヒテ膨 出 シ腹 壁

ハ凸隆ス(Fig . 12.A,B).

橢圓嚢 及 ビ橢 圓嚢 上 竇

ハ共 ニ著 シク増 強 シ
,

其 ノ壁 ハ一般 ニ凸 凹 ニ

富 ム(Fig. 12.A, B, D)
,

球嚢 内壁ハ 凸 隆 シ,外

Fig. 12.A

膜樣迷路右側 横斷切片(×23)

Fig. 12.B

膜樣 迷 路 模 型 右側 面 觀(×50)(2/3縮 小)
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壁 ハ 外 淋 巴腔 ノ發 達 ニ

ヨ リテ凸 凹 ヲ呈 シ,其

ノ長 軸 ハ頭 背内 方 ヨ リ

腹 外 尾 方 ニ向 フ.而 シ

テ 内淋 巴管 ハ 背 壁 ノ中

央 ヨ リ起 リ,Canalis

communicansハ 管腔

増 大 シ球 嚢 ノ 頭 背 壁

ニ開 口 シ 其 ノ 形 ハ 卵

圓 形 ヲ呈 ス.Foramen

sacculocochleareハ 前

階 梯 同樣 腹 内 尾方 ニ開

口 ス(Fig. 12.B, D).

Ductus canalis post.

ハ前 階 梯 ニ比 シ テ著 シ

ク其 ノ長 サ ヲ延 長 シ球

嚢 ノ内尾 壁 ノ中央 ニ開

口 ス(Fig. 12.D, E).

球 嚢 聴 斑 ハ 内壁 ノ腹方

ニ頭 尾 ニ長 キ帶 状 ヲナ

シ テ存 在 ス.Pars basi-

laris及 ビLagenaニ

ハ變 化 ヲ認 メズ.切 片

ヲ鏡 檢 スルニ 内淋 巴嚢

壁 ハ重 層,内 淋 巴 管壁

ハ 單 層 圓 柱 上皮 ヨ リ成

リ メテ顯微 鏡 的 ニ區 別

セ ラル.3半 規 管壁,橢

圓嚢,橢 圓嚢 上 竇 壁 ハ

何 レ〓 單層 扁 平 上皮,

壺 腹 部 ハ神 經 終 末 ヲ除

キ 單層 扁 平 上 皮,球 嚢

モ聴 斑 ノ部 分 ヲ除 キ單

層 扁 平 又 ハ 單層 骰 子 形

上 皮 ヨ リ成 ル.Duct.

canalis post.ハ 單層 扁

平 上 皮,Canalis cum-

Fig. 12.C

膜樣迷路 右側横斷切片(×23)

Fig. 12.D

膜樣迷路模型 右内面觀(×50)(2/3縮 小)
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Fig. 12.E

膜樣迷路右側横斷切片(×23)

municans及 ビDuct. utricularisハ單 層骰 子 形

上皮ニ テ被ハ ル.3壺 腹 櫛ニ 於 テハ毛 細 胞,支 柱

細胞 ノ分 化愈 々進 ミ,Septum transversumハ 著

シク發達 シ,聴 毛,Cupnla terminalisモ 明瞭 ト

ナル.橢 圓嚢 窩聴 斑ニ 於 テモ兩 細 胞 ノ分 化 著 明 ニ

シテ少 量 ノ耳 石 ヲ認 メ,球 嚢 聴 斑 ニハ 多量 ノ耳 石

ヲ認 メラ レ,Deckmembranモ 出現 シ,Papilla

lagenaeニ 於 テモ 少量 ノ耳 石存 在 ス.而 シテ本 動

物ニ 於 テハMacula neglectaハ發 見 セ ラレ ズ.

4. 總 括竝ニ 考 按

1) 聴胞.階 梯1ニ 於 テハ既 ニ聴 板,聴 窩 ノ時

期 ヲ超 過 シ,膜樣 迷 路 ハ外 皮 ヨ リ絞斷 セ ラ レテ聴

胞 ヲ形 成 ス.聴 胞 ハFinemannノ 説 ノ如 ク頭 尾徑

最大 ニシ テ内 外徑 最 小 ナル 卵 圓形 ヲ呈 シ内 淋 巴 管

ノ發 育顯 著 ナ リ(Fig . 1.B).聴 胞 ノ背 部 ハ 薄 キ單

層骰 子形 上皮 ナ レ共,腹 部 ハ重 層 圓 柱 上 皮ニ テ被

ハ レMacula communisヲ 形 成 シ
,Lumenrand-

zoneヲ 認 メ核分 裂 ノ像 著 明 ナ リ(Fig. 1.A, 2.A).

2)内 淋巴 管.本 動 物ニ 於 テ ハ初 期 材 料ニ 乏 シ

ク 内淋 巴管 ノ先端 ハ聴 胞 ノ閉鎖 部 位 ニ

一 致 スル ヤ否 ヤ之 ヲ詳細ニ檢 討 スル 事

困難 ナ レ共,FinemannハTorpedo

ocellataニ 就 テ 内淋 巴管 ハ聴 胞 ノ閉 鎖

部 位ニ 一致 シ,コ ノ開 口部ハ 漸 次縮 小

シテ 圓 形 ヲ呈 シ外 尾 方ニ 向 ヒテ延 長 ス

ル ト記載 セ リ.然 レ共Finemannノ 研

究 ハ 内 淋 巴管 ノ初 期發 生ニ 止 マ リ其 ノ

後 ノ發 育ニ 關 ス ル報 告 ナ キ ヲ以 テ 余 ノ

場 合 ト比較 スル事 ハ至 難 ナ レ共,各 階

梯ニ 就 テ觀 察 スルニ 内淋 巴管 ノ其 ノ後

ノ發 育 ハ 半規 管嚢 ノ膨出 ニ ヨル 内淋 巴

管 ノ境界 溝 ハ 殆 ド變 化 ナ キ ニ拘 ラズ,

内淋 巴管 ハ 著 シキ發 達 ヲ示 ス,由 是 觀

之ニ 内 淋 巴管 ハ聴 胞 壁 ノAbschnurung

ニヨ リテ發 育 スルニ 非 ズ シ テ 自身 ノ活

溌 ナル發 育 ニ ヨ レテ増 大ス ル モ ノ ト考

ヘラル.階 梯1ニ 於 テハ内淋巴管ハ聴胞背壁ノ中

央 ヨリ背内方ニ 向ヒ菱腦 ノ背壁ニ密接 シ,次 デ背

内尾 方ニ 向 ヒ圓形 孔 ヲ以 テ 菱腦 ノ背 壁ニ 開 ロ ス.

其 ノ起 始 部 ハ橢 圓形 ヲ呈 シ其 ノ徑 大 ナ レ共,先 端

ニ向 フ ニ從 ヒ漸 次 大 サ ヲ 減 少 シ テ 圓管 状 ヲ ナ ス

(Fig. 1.B).階 梯2ニ 至 レバ 内淋 巴管 ハ 菱腦 ノ 背

壁ニ 密 接 シ テ半 圓形 ヲ描 キ テ外 尾方ニ 向 フ(Fig.

2.A, B),階 梯3ニ 至 レバ 内淋 巴管 ハ 容 積 ヲ増 加

スル ト共 ニ長 サ ヲ延 長 シ(Fig. 3.A, B).階 梯5ニ

於 テハ 内淋 巴管 ト内 淋 巴嚢 トノ形 態 的區 別 ヲ生 ジ

(Fig. 5.B).階 梯7ニ 至 レバ 内淋 巴管 ハ其 ノ長 サ

ヲ延 長 シ,内 淋 巴嚢 起 姶部 ハ膨 大 シ,コレ ヨ リ頭

背方ニ 向 ヒテ菱腦 ノ背外 壁ニ 密接 シU字 形ニ 屈 曲

シ テ外 尾方ニ 向 フ(Fig. 7.B).階 梯8, 9ニ 於 テ

ハ 内淋 巴嚢 起 始部 ハ益 々膨 大 シ内 淋 巴管 トノ區 別

愈 々顯 著 トナ リ(Fig. 8.A, B, C. Fig. 9.B, C, D).

階梯10ニ 至 レ バ 内 淋 巴管 ノ先端 ハ稍 々膨 大 シ背

内方ニ 屈 曲 シ,内 淋 巴嚢 ハ著 シ ク容 積 ヲ増 大 シ,

U字 形 ノ兩 邊 ハ間 隔 ヲ縮 小 シテ 内淋 巴嚢 起 始部 ノ

膨 大 部ニ 密 着 セ ン トシ,左 右 ノ内淋 巴嚢 ハScha-
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deldachノ 正 中線ニ 於 テ次 第ニ 接 近 ス(Fig. 10.

A, B).階 梯12ニ 於 テハ 内淋 巴管 ハ長 サ ヲ延 長 ス

ル ト共 ニ其 ノ先 端 ハ増 大 シ背 内方 ニ屈 曲 ス.内 淋

巴嚢 壁 ハ凸 凹 不 同 ヲ呈 シ,U字 形 ノ兩 邊ハ 益 々間

隔 ヲ縮 小 シ,左 右 ノ内淋 巴嚢 ハSchadeldachノ

正 中線ニ 於 テ愈々 接 近 スレ 共兩 側 互ニ 密着 スル事

ナ シ(Fig. 12.A, B, D, E).内 淋 巴管,内 淋 巴嚢 壁

ハ 初期 ニハ重 層 圓 柱 上皮 ナ レ共,階 梯12ニ 至 リ内

淋 巴管 ハ 單 層,内 淋 巴嚢 ハ重 層 圓柱上 皮 ヨ リ成 リ

初 メテ顯 微 鏡 的 ニ區別 セ ラル.

3) 3半 規 管.脊 椎 動 物 ノ3半 規 管 ノ形 成 ハ動

物 ノ種 類 ニ ヨ リテ異 ナ リ,Krauseハ 之 ヲII型 ニ

分類 ス.即 チ第I型 ニ屬 スル哺 乳類,擬 蜥 類,鮫

類 ニ於 テ ハ主 トシ テAusstulpungsprozessニ ヨ

リテ行ハレ,之 ヲSaugertypト ナ シ,第II型 ニ屬

スル硬 骨 魚類 及 ビ兩 棲 類ニ 於 テハEinstulpungs.

prozessニ ヨル モ ノニ シ テ,之 ヲTeleostiertyp

トセ リ.痺〓 ノ半 規 管 ノ形成 ハKrauseノ 所 謂第

I型 ニ屬 シ,半 規 管嚢 ノ形 成 ト半 規 管 ノ絞 斷 ノ2

ツ ノ機轉 相 前 後 シ テ行 ハ レ,聴 胞 壁 ノ膨 出 ニ ヨ リ

テ半規 管 嚢 形 成 サ ル ル ヤ 其 ノ兩 壁 ニ溝形 成 行 ハ

レ,次 デBasalmasse出 現 シ,兩 者 ノ協 力 ニ ヨ リ

テ半 規 管 ノ絞斷 行 ハ ル.階 梯1ニ 於 テハ 内淋 巴管

起 始 部 ノ稍 々尾 方 ノ聴 胞 背壁 ハ背 外方 ニ 向 ヒテ膨

出 シテ後 半 規 管嚢 ノ原 基 ヲナ シ(Fig. 1.B).階 梯

2ニ 至 レバ 後 半 規 管嚢 原 基 ハ 背 尾方 ニ 向 ヒテ膨 出

シ(Fig. 2.A, B).階 梯3ニ 於 テハ後 半 規 管 嚢 原

基 ハ内 外 ニ扁平 トナ リ背 尾方 ニ向 ヒテ 弓状 ニ膨 出

シ,聴 胞 頭 部 ノ背 壁 ハ頭 背方 ニ向 ヒ,同 時 ニ外 壁

ノ中 央 ニハ 其 ノ頭 端 ヨ リ略 ボ 全長 ニ互 リテ外方 ニ

向 ヒ櫛状 ニ隆 起 シ夫 々前 及 ビ外 半 規 管 嚢 ノ原 基 ヲ

示 ス(Fig. 3.A, B).模 型 ヲ見 ル ニ總 テAusstul-

pungノ 状 態 ヲ示 シ,Einstulpungノ 形 跡 ヲ認 メ

ズ.次 ニ起 ル溝 形 成 ハ 階 梯1ニ 於 テ後 半 規 管嚢 ノ

背 縁 ニ 平 行 シ テ内 淋 巴 管 起 始部 ノ腹 外 方 ニハ 頭 背

方 ヨ リ腹 尾 方 ニ斜 走 スル輕微 ナ ル溝Furche 1ヲ

生 ズ.然 レ共聰 胞 内 壁 ニ ハ 斯 カ ル 溝 ハ 出現 セ ズ

(Fig. 1.B).階 梯2ニ 至 レバFurche 1ハ 深 クナ

リ内 淋 巴 管起 始部 ノ腹 外 尾方 ヨ リ略 ボ聴 胞 ノ尾端

ニ至 リ,同 時 ニ其 ノ溝 ニBasalmasseヲ 認 ム(Fig .

2. A, B).階 梯4ニ 於 テハ 前半 規管 嚢 ノ内外 兩壁

ニハFurche 2及 ビ3ヲ 生 ジ
,外 半規 管嚢 ノ腹壁

ニ 於 テ モFurche 4ヲ 生 ズ.而 シ テ後 半 規管嚢 ノ内

壁 ニハ溝 ヲ認 メズ(Fig. 4.A, B,C). Basalmasse

ハFurche 1,2及 ビ4ニ 於 テ認 メラ レ,主 トシ

テ聴 胞 外壁 ニ存 在 ス.コ レ ヨ リ階梯9ニ 至 ル迄

Basalmasseハ 多少 ナ リ共 各 溝 ニ認 メ ラ レFleissig

ノ述 ブ ル如 ク半 規管 ノ形 成 ニ重 要 ナ ル役 目 ヲ有 ス

ル事 ハ疑 ノ餘 地 ナ シ.然 レ共V. Noordenノ 説 ノ

如 クBasalmasseノ ミガ半 規 管 ノ絞斷ニ 關係 スル

ニ非 ズ シ テ溝 形 成竝ニBasalmasseノ 兩者 ノ協 力

ニ ヨ リテ形 成 サル ル ト考 フベ キ ナ リ.半 規 管形 成

ノ時 期 ハ檢 索 所 見ニ 述ベ タル 如 ク半 規管嚢 及 ビ溝

形 成 ノ度 合 ヨ リ後 半規 管 最 モ早 ク,前 半 規管之 ニ

次 ギ,外 半規 管 最 モ遲 シ.半 規管 ノ長 サ ハ後牛 規

管 最 モ長 ク,前 半規 管 最 モ短 シ.階 梯5ニ 於 テ形

成 セ ラ レ タル後 半 規管 起 始 部 ハ圓形 ナ レ共,尾 方

ニ赴 ク ニ從 ヒ背 腹 ニ扁平 ナル橢 圓 形.後壺 腹 部 ヨ

リ聴 胞 開 口部 ニ至 ル部分 ハ 内外 ニ扁 平 ナ ル橢 圓形

フ呈 ス(Fig. 5.A, B, C).階 梯6ニ 至 リ形成 セ ラ
多

レタル前 半 規 管 ハ 背 腹ニ 長 キ卵 圓形 ヲナ シ(Fig.

6.A, B).階 梯7ニ 於 テ形 成 サ レ タル外 半規 管ハ

背 腹 ニ扁 平 ナ ル橢 圓形 ヲ呈 ス(Fig. 7.A, B, C).發

育 ス ル ニ 從 ヒ階 梯8乃 至11ニ 於 テハ圓 形又 ハ橢

圓 形 ヲ呈 ス(Fig.8.B. C, Fig. 9.A, B, C, D, Fig

10.A, B, C, D, Fig. 11.A, B, C, D, E).階 梯12ニ

至 レバ外 淋 巴腔 ノ發 達 ニ ヨ リテ管 腔 ハ著 シク凸凹

ニ富 ミ不 正3角 形 又 ハ4角 形 ヲ呈 ス(Fig. 12.A,

B, C, D, E).特ニ 銘 記 スベ キハ痺〓ニ 於 テハ後半

規 管 ハ橢 圓 嚢又 ハ橢 圓嚢 上竇ニ 開口 セ ズ,且 他 ノ

2ツ ノ半 規 管 ト全 然連 絡 ヲ有 セ ズ シテ1ツ ノ閉鎖

セ ルZirkelgangヲ 形 成 シ,Duct. canalis post.ニ

ヨ リテ球 嚢ニ連 ル事 實 ナ リ.而 シ テDuct. canalis

post.ハRetziusノRochenニ 比 較 シ テ非 常 ニ短
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ク,尚 ホ後 半規 管 ハ コ ノ外ニ 何 等 ノ連 絡 ヲ有 セ ザ

ルハRetziusノ 場 合 ト著 シク異 ナル所 ナ リ.半 規

管 ノ上皮 ハ迷 路 ノ他 ノ部 分 ニ比 シテー 般 ニ薄 ク,

階梯1乃 至4ニ 於 テハ 前後 半規 管 嚢壁 ハ單 層骰 子

形上皮,外 半 規管 嚢 壁 ハ稍 々厚 キ上 皮 ヨ リ被 ハル

ルモ,階 梯8以 後 ハ各 半規 管壁 ハ單層骰 子 形 上 皮,

階梯12ニ 至 リテ單 層 扁平 上皮 ヨ リ成 ル.

4) 3壺 腹 部.模 型ニ 就 テ見 ル ニ階 梯3ニ 於 テ

聴胞 ノ頭尾 端 ハ腫 脹 シテ夫 々前,後壺 腹 部原 基 ヲ

示シ(Fig. 3.B).階 梯4ニ 至 レバ 兩原 基 ハ愈 々著

明 トナ リ,外壺 腹 部 原基 モ又 其 ノ初 兆 ヲ現 ハ シ,前

壺腹 部原基 トノ間 ニ輕 微 ナル 溝 ヲ認 ム(Fig. 4.B).

階梯5ニ 於 テハ後 半 規管 形 成 セ ラ レ,前,後 壺 腹

部原基 ハ明 カ トナ リ,外 壺 腹 部 原基 ハ外 方 ニ向 ヒ

球状ニ 膨 出 シ,前 壺 腹 部原 基 トノ境 界愈 々明 瞭 ト

ナル(Fig. 5.B).階 梯6ニ 至 レバ 前半 規 管 ノ形 成

ニ ヨ リ テ前壺 腹部 ハ 腹方 ニ向 ヒ テ 球 状 ニ膨 出 シ

(Fig. 6.B).階 梯7ニ 於 テハ後 半 規 管 ノ形 成 ハ進

展 シ後 壺腹 部 ハ橢 圓形 ヲ呈 シ,外 壺 腹 部 ハ球 状 ニ

膨 出シ テ前 壺腹 部 トノ境 界益 々明瞭 トナル(Fig.

7.B).階 梯9ニ 至 レバ 前,外 壺腹 部 及 ビ橢 圓嚢 窩

トノ間1溝 ハ深 クナ リ形 状 愈 々明瞭 トナル,階 梯

8ニ 於 テ後 壺 腹部 ニ,階 梯9ニ 至 リテ前,外 壺 腹 部

ニ毛 細胞,支 柱細 胞 ノ分 化 ヲ認 メ,Septum trans-

versumノ 發達 顯 著 ナ リ.階 梯11ニ 至 レバSeptmn

transversumノ 發達 ニ ヨ リテ3壺 腹 部 ニハ 深 キ

截痕 ヲ認 メ ラル,前,外 壺 腹 部 及 ビ橢 圓嚢 窩 トノ

交通 ニ就 テハ階梯11, 12ニ 示 ス如 ク,前 壺 腹 部

ハ直接 橢 圓嚢 窩 ニ注 ガズ シテ橢 圓嚢 ノ頭腹 部 ニ
,

外 壺腹 部 ハ 橢 圓嚢 ノ頭 外 壁 ニ 開 口 シ,橢 圓 嚢 ハ

Ductus utricularisニ ヨ リテ 間接 ニ橢 圓嚢 窩 ニ連

リRetziusノRochenニ 於 ケル ト全 ク同 一 ナル

所見 ヲ呈 ス(Fig. 11.A. Fig, 12.A).壺 腹 部 ノ形

態 ハ初 期 ニハ3壺 腹 部 共 ニ球 状 ヲナ セ 共,階 梯7

ニ至 レバ後壺 腹 部 ハ橢 圓 形
,階 梯11ニ 於 テ前,外

壺腹部モ橢圓形ヲ呈 ス.壺 腹部上皮ハ初期 ニハ重

層圓柱上皮ナレ共,發 育スルニ從 ヒ壺腹櫛ヲ除キ

單 層 扇 平 上皮 ヨ リ被 ハ ル.

5) Basalmasse. 1838年V. Noordenハ

Basalmembranト 同價 値 ナ リ ト言 フ見解ノ 下 ニ

之 ヲBasalmasseト 命 名 シ テ以來 今 日迄 コノ名稱

ハ使 用 セ ラル.NoordenハHoring其 ノ他6種

ノ硬 骨 魚 ノ膜樣 迷 路 ノ發 生ニ 就 テ詳細 論及 シ,コ

ノ者 ハ迷 路 壁 ト間 質 トノ間 ニ存 在 シ,全 ク無 構 造,

無 核,等 質 ノ モ ノ ナ レ共漸 次schichtweiseニ

zersplitternザ レル結 果 其 ノ内 ニStreifenヲ 認

メ,次 デBasalmasseハ 増 殖 スル結 締 織 ニ ヨ リテ

zerstorenサ レ,吸收 サ レ,ersetzenサル ル モ ノ

ナ リ,即 チGewebsmetamorphoseヲ ナ スモ ノ

ニ シ テ且 コ ノ者 ハ 半規 管 形 成ニ 際 シ其 ノ相對 壁 ニ

出現 シ,其 ノ兩 壁 相按觸 シ,接觸 部 ノ壁 上皮 ノ消

失 スル ト共ニ 相 互 ノBasalmasseハ 癒 合 ス.即 チ

半 規 管 ノ形成 ハ コ ノ者 ニ ヨル ト述ベ,其 ノ發 生 ニ

就 テハ 上 皮樣 細 胞 ノ排 泄 物 トナ シ,Krauseハ 間

質 ノ産 出 物 トナ シ,FleiesigハGeckoニ 就 テ

Noordenト 同樣 ノ見 解 ヲナセ リ.痺〓ニ 出 現 ス

ルBasalmasseハNoorden, Fleissigノ 認 メタル

モ ノ ト同樣 ノ性 質 ヲ有 シ膜 樣 迷路 ト間質 トノ間 ニ

充満 ス.即 チ階 梯1ニ 於 テ後半 規 管嚢 ノ外 壁ニ 輕

微 ナ ルFurche 1ヲ 生 ズ レ共Basalmasseヲ 認 メ

ズ.階 梯2ニ 於 テFurche 1及 ビ聴 胞外 壁ニ 最 モ

多 ク 之 ヲ認 ム.コ ノ關 係 ハFleisasgノGecko,山

崎 ノ「マ ム シ」,余 ノ 日本産龜 ニ於 テ溝 ヲ認 メタ

ル モBasalmasseヲ缺 キ,次 ノ時 期ニ 認 メタル ト

同樣 ノ所見 ヲ呈 ス(Fig. 2.A).階 梯3ニ 至 レバ

Furche 1及ビ 外 半 規 管嚢 ノ腹 壁 ニ最 モ 多 ク,後

半 規 管 嚢 ノ内壁 ニ極 メテ少 量 ニ認 メラ レ,階 梯4

ニ於 テハFurche 1, 2, 4ニ 於 テ認 メラ レ主 トシ

テ聴 胞 外壁 ニ存 在 ス.階 梯5ニ 至 レバ後 半 規 管 ノ

腹 壁,Furche 2,4ニ1階 梯6ニ 於 テ ハ前 半 規 管

ノ内外 兩壁 ニ最 モ 多 ク,外 半 規 管 嚢 ノ 背 壁 及 ビ

Furche 4ニ 認 メ ラ レ,階 梯7ニ 至 レバ前 半 規 管

ノ内外 兩壁,橢 圓嚢 上竇 及ビ 球 嚢 外 壁竝ニ 外 半 規

管 ノ内壁ニ 存 在 シ.階 梯8ニ 於 テハ橢 圓嚢 上竇 ノ
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外 壁,球 嚢 ノ背外 壁,外 半 規管 ノ背 腹 兩壁 ニ存 在

ス.階 梯9ニ 至 レバ漸 次 減 少 シ テ橢 圓嚢 外 壁,球

嚢 ノ背 外 壁ニ 僅ニ 認 メ ラ レ,階 梯10ニ 於 テ ハ全 ク

消 失 ス.要 スル ニBasalmasseハ 迷路 ノ 内壁 ヨ リ

モ外 壁 ニ多 ク,半 規 管 ノ形 成 後 モ暫 時橢 圓嚢 上 寳

外 壁,球 嚢 背 外壁 等 ニ存 在 シ,半 規 管 ノ形 成 ニ對

シテ重 要 ナル 意 義 ヲ有 ス.

6) 橢 圓嚢.軟 骨 魚 ノ橢 圓 嚢 ニ就 テハRetzius

ノ詳 細 ナ ル記 載 ア レ共,其 ノ發 生 ニ關 スル 系統 的

ノ報 告ハ 存 在 セ ズ.模 型 ヲ見 ル ニ階 梯3ニ 於 テ前

壺 腹 部原 基 ノ腹 尾方,外 半 規管 嚢 原 基 ノ頭 腹方 ノ

部 分 ハ腹 方 ニ向 ヒ球 状 ニ膨 田 シ テ橢 圓 嚢 窩 原基 ヲ

示 シ,前2者 トハ緩 カ ニ移 行 ス レ共,球 嚢 原基 ト

ノ間 ニハ明 カナ ル溝 ヲ認 ム(Fig. 3.B).階 梯4,5

ニ至 レバ橢 圓 嚢 窩 ハ 腹方 ニ向 ヒ膨 出 シ,前,外 壺

腹 部原 基 トハ淺 キ溝ニ ヨ リテ境 セ ラル レ共,球 嚢

トノ間 ノ溝 ハ益 々深 ク ナ リ且 コノ溝 ハ背 尾方 ニ向

ヒテ延長 シ球 嚢 トノ境 ヲナ ス(Fig. 4.B. Fig. 5.B).

階梯6ニ 於 テハ 前半 規 管 形 成 セ ラ レ橢 圓 嚢 上竇 ハ

略 ボ 其 ノ位 置 ヲ指 摘 セ ラ レ,橢 圓嚢 窩 ハ 腹方 ニ向

ヒテ膨 出 シ,球嚢 トノ境 界愈 々明瞭 トナ ル(Fig.

6.B).階 梯8ニ 至 レバ橢 圓嚢 上竇 ハ 内外 ニ扁 平 ニ

シ テ頭 尾 ニ長 キ橢 圓 形 ヲナ シ球嚢 及 ビ橢 圓嚢ト ハ

境 界 ナ ク移 行 ス(Fig. 8.B).橢 圓嚢 窩 ハ球 状 ニ腹

方 ニ向 ヒテ膨 出 シ球嚢 トノ間 ノ溝 ハ益 々深 ク ナ リ

前,外 壺 腹 部 トノ境 界愈 々明瞭 トナル(Fig. 8.A,

B).階 梯9ニ 於 テ ハ橢 圓 嚢 上竇 ハ 圓形 ヲ呈 シ,橢

圓嚢 ノ位 置 ハ愈 々明 カ トナ リ兩者 ハ境 界 ナク 移 行

ス レ共,橢 圓嚢 窩 トハ外 壁 ニ於 テハ 緩カニ 移 行 シ

内壁 ニ於 テ ハ淺 キ溝 ニ ヨ リテ境 セ ラル(Fig. 9.A,

B, D).橢 圓 嚢 窩 ハ 腹外 方 ニ向 ヒテ球 状 ニ膨 出 シ

球嚢 トノ間 ノ溝 ハ 深 クナ リ腹壁,外 壁 ノ ミナ ラズ

内壁 ニ及 ビ兩 者 ノ境 界 ヲナ ス(Fig. 9.B, D).階

梯10ニ 至 レバ 橢 圓嚢 窩 ハ腹 外 方 ニ向 ヒ テ 膨 出 シ

同時 ニ頭 尾 徑 ヲ増 加 シ球 嚢 トノ區 別 愈 々顯 著 トナ

リ(Fig. 10.B).橢 圓嚢 上竇 ハ長 サ ヲ延長 シ,橢 圓

嚢 ハ前 者 及ビ 球 嚢 トノ間ニ 明 カナ ル境 界 ヲ認 メズ

(Fig. 10.A,B).階 梯11ニ 於 テハ橢 圓嚢 窩 ハ背 腹

ニ扁平 トナ リ頭 尾徑 ヲ増 加 ス.膜樣 迷 路形 成ハ 進

展 シ茲ニ 橢 圓 嚢 ハ全 貌 ヲ現 ハ シ橢 圓嚢 上竇 トハ境

界 ナ ク移 行 ス レ共,橢 圓嚢 窩 トハ 内壁ニ 於 テハ頭

腹 方 ヨ リ背 尾方 ニ向 フ溝 ニ ヨ リテ境 セ ラル(Fig

11.A, B, C, D). Ductus utricularisハ 小 圓形管

トシ テ橢 圓嚢 窩 ノ背 壁 中央 ト橢圓嚢 ノ頭腹外 壁 ヲ

連 絡 ス(Fig. 11.A).橢 圓変 形 成 ノ結 果Canalis

communicansハ 球嚢 ト橢 圓嚢 窩 ヲ結ブ 圓形 管 ト

シ テ認 メラル(Fig. 11.C, D).階 梯12ニ 至 レバ

橢 圓 嚢 ノ各部 ハ増 大 シ,橢 圓嚢 窩 ハ腹方ニ向 ヒテ

膨 隆 シ,橢 圓嚢 上竇 及 ビ橢 圓嚢 壁ハ一 般ニ 凸凹 ヲ

呈 ス.即 チ橢 圓嚢 ノ各 部 ハDuct. utricularis及

ビCanalis communicansノ 形成ニヨ リテ其 ノ全

貌 明瞭 トナ ル.橢 圓 嚢 各部 ノ境 界 ハ諸學 者 ノ説 ノ

如 ク 明確 ナ ラザ レ共,橢 圓嚢 ト橢 圓嚢 窩 ハ階 梯9

ニ於 テ區 別 セ ラ レ,橢 圓嚢 上竇 ト橢 圓 嚢窩 トノ間

ニハ 明 カナ ル境 界 ヲ有 セ ズ.而 シテ痺〓ニ 於 テハ

橢 圓 嚢 後竇 ヲ缺如 ス.即 チ橢 圓嚢 各 部 ノ形 成ハ他

ノ器 官 トノ關 係 上極 メテ徐 々ニ 行 ハル.橢 圓嚢 ノ

上皮 ハ初 期 ニハ重 層 圓 柱 上皮 ナ レ共發 育 スル ニ從

ヒ神經終 末ヲ 除 キ單 層骰 子 形上 皮又 ハ單層 扁平上

皮 ニテ被 ハル.

7) 球 嚢.階 梯3ニ 於 テLagena原 基 ノ頭背

方,橢 圓嚢 窩 ノ背 内尾 方 ノ部 分 ハ 腹 内方ニ 向 ヒ球

状ニ 膨 出 シ テ球嚢 原 基 ヲ示 シ,前2者 トハ 明 カナ

ル溝 ニ ヨ リテ境 セ ラル(Fig. 3.A, B).階 梯5乃

至7ニ 於 テハ 球 嚢 ハ 内外ニ 扁 平 トナリ 腹方ニ 向 ヒ

テ膨 出シ 橢 圓嚢 窩 トノ間 ノ溝ハ 深 クナ リLagena

トノ境 界 モ漸 次 明 瞭 トナル(Fig. 5.B. Fig. 6.B.

Fig. 7.A, B, C).階 梯8乃 至10ニ 至 レバ球 嚢 ハ

稍 々内外 徑 ヲ増 加 シ橢 圓嚢 窩 トノ境 界愈 々明 カ ト

ナル(Fig. 8.B, C. Fig. 9.B, C, D. Fig. 10.B, C).

階梯11ニ 於テ ハ 球 嚢 ハ 内外 兩 壁 共凸 隆 シ,背 壁 ハ

鈍 圓 ナ レ共 腹 壁 ハ 尖 鋭 トナ リ,橢 圓嚢形 成 ノ結 果

Canalis communicansハ 初 メテ球 嚢 ト橢 圓嚢 窩

ヲ結ブ 圓 形管 トシ テ認 メラル(Fig. 11. C, D).而
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シテ内淋 巴管 ハ球 嚢 背 壁 ノ中央 ヨ リ起 リForamen

sacculocochleareハ 腹 内尾方ニ,Duct. canalis

post.ハ 内尾壁 ノ中央ニ,Canalis communicans

ハ頭背 内壁ニ 開口 ス.階 梯12ニ 至 レバ 球 嚢 ハ 容

積 ヲ〓〓 シ内壁 ニ凸隆 スル モ外 壁 ハ外 淋 巴腔 ノ發

達 ニ ヨリ,凸 凹 ヲ呈 ス(Fig. 12.B, C, D, E).即 チ

球嚢 ハCanalis communicansノ 形 成 ニ ヨ リテ

其 ノ全貌 ヲ現 ハ ス.球 嚢 上 皮 ハ 初 期 ニハ重層 圓柱

上皮ナ レ共,發 育 スルニ 從 ヒ神經終 末 ノ部 分 ヲ除

キ單層 扁平 上皮 ニテ被 ハル.

8) Pars basilaris及ビLagena. Lagena原

基 ハ内淋 巴管 及ビ 半 規 管 嚢 ヲ除 ク他 ノ器官ヨ リ早

期ニ 認 メラ レ,階 梯2ニ 於 テ聴 胞 腹 内壁 ノ尾 方1/3

ノ部分 ハ腹 内方ニ 向 ヒ小疣 状 ニ膨 出 ス(Fig. 2.A,

B).階 梯3, 4ニ 至 レバLagenaハ 容 積 ヲ増 大 ス

ル ト共ニ 腹内方ニ 向 ヒテ膨 出 シ球 嚢 トノ間ニ 明 カ

ナル溝 ヲ認 ム(Fig. 3.B. Fig. 4.A, B, C).階 梯5

 

乃至7ニ 於 テ ハLagenaハ 腹 内方ニ 膨 出 スル ト

同時ニ 内外ニ 扇 平 トナ リ,球 嚢 トノ境 界 漸 次 明 瞭

ニ且Foramen sacculocochleareハ 明 カ トナル

(Fig. 5. A, B, C. Fig. 6.B. Fig. 7.B, C).外 半 規

管形 成 ノ結 果Pars basilarisハ 初 メテ明 瞭 トナ

リ,Lagenaノ 背 外 方,球 嚢 ノ背 尾方ニ 位 シ 内外

ニ扁平 ナル橢 圓 形 ヲナ シ前2者 トノ間 ニハ境 界 ヲ

認 メズ(Fig. 7.B).階 梯8ニ 至レバPars basi-

larisハ 内外 徑 ヲ増 加 シ,階 梯10ニ 於 テハLagena

ノ先端 ハ少 シ ク膨 大 シ腹方 ニ向 ヒテ彎 曲 ス(Fig .

10. B).階 梯11ニ 至 リテLagenaハ 増 大 シ,Pars

bssilarisノ 背壁 ハ稍 々尖鋭 トナ リ尾方ニ 向 ヒ凸

隆 ス(Fig. 11.B).而 シ テPars basilaris及ビ 球

嚢 ノ間 ニハ 明瞭 ナル 境 界 ヲ認 メズ.Lagena及 ビ

Pars basilarisノ 上皮 ハ 初 期 ニハ重 層 圓 柱 上皮 ナ

レ共,發 育 スルニ從ヒ神經終 末 ノ部分ヲ除キ單層

骰子形又ハ單層扁平上皮 ヨリ成ル.

9) 神經終末 及ビ其ノ司配.各 階梯ニ 就テ觀察

スル ニ階梯1乃 至4ニ 於 テハ聰 胞 ノ腹 部 ハ厚 キ重

層圓柱 上皮ニ テ被 ハ レMacula communisヲ 形 成

シ,Lnmenrandzoneヲ 認 メ核 分 裂 著 明 ナ リ(Fig.

1. A, B. Fig. 2. A, B. Fig. 3. A, B. Fig. 4. A, B, C).

階 梯5ニ 至 リ後 半 規管 形 成 セ ラ レ後 壺 腹 櫛 ハMac

partis inf.ヨ リ分 離 シ テ獨 立 ノ神經終 末 ヲ形 成 ス

(Fig. 5.B.C).階 梯6ニ 於 テハ 球 嚢 外 壁 及ビ 外 半

規 管嚢 尾部 ハ漸 次 菲 薄 トナ リ神經終 ヨ リ除外 セ

ラル レ共,前,外壺 腹櫛 及ビ 橢 圓 嚢 窩聴 斑 ハ連 續

スル 共 同 ノ神經 終 末 ヲ形 成 ス(Fig 6.B).階 梯7

ニ至 リテMac. partis sup .トinf.ハ 將ニ 分離 セ

ン トシ,前 壺 腹櫛 ハ橢 圓 嚢 窩 聰斑 ヨ リ分 離 シ テ獨

立 ノ神經 終 末 ヲ形 成 スル モ,外壺 腹櫛 ト橢 圓嚢 窩

聴 斑 拉ニ 球嚢 聴 斑 トPapilla lagenae, Papilla

basilarisト ノ分 離 ハ 認 メ ラ レズ(Fig. 7.B, C).

階梯8ニ 於 テハMac. partis sup.トinf.ハ 完 全

ニ分離 シ,外壺 腹 櫛 及ビ 橢 圓 嚢 窩聴 斑 モ分 離 シ テ

獨 立 ノ神經 終 末 ヲ形 成 ス レ共,球 嚢聴 斑 トPapilla

lagenae及ビセapilla basilarisハ 未 ダ分 離 スル

ニ至 ラズ(Fig. 8.B).而 シテ後 壺 腹 櫛 ニハ毛 細 胞,

支 柱 細 胞 ノ分 化 ヲ認 メSeptum transversumノ

發 達 顯 著 ナ リ.階 梯9, 10ニ 至 レバ3壺 腹 櫛ニ 毛

細 胞,支 柱 細 胞 ノ分 化 ヲ見 ラ レSeptum trans-

versumノ 發達 著 明 ニシ テ,球 嚢聴 斑,橢 圓 嚢 窩

聴 斑ニ 於 テ モ 兩細 胞 ノ分化 ヲ認 ム,階 梯11ニ 於

テ球 嚢 斑 トPapilla lagenae, Papilla basilaris.

ハ完 全ニ 分 離 シ,3壺 腹 櫛 ニハSeptum trans-

versumノ 發 達 ニ ヨ リテ模型 ニ於 テ ハ明 カナ ル截

痕 ヲ認 メラル.階 梯12ニ 至 レバ 兩細 胞 ノ分 化愈 々

進 ミSeptum transversumハ 益 々發 達 シ,聴 毛,

Cupula terminalisモ 明 瞭 トナ リ,橢 圓 嚢 窩聴 斑,

Papilla lagenaeニハ 耳 石 出現 シ,球 嚢聰 斑 ニ於

テハ耳 石及ビDeckmembranヲ 認 メラル.而 シ

テ痺〓ニ 於 テハMacula neglectaヲ 發見 セ ズ.

神經 司配ニ 就 テハ階 梯4ニ 於 テ聴 胞 ノ頭 方 ニテ其

ノ腹 内 壁ニGanglion acusticumヨ リ來 ルRam.

ant.ヲ 認 ム.次 ノ階 梯ニ 至 レバRam. ant.ハRam.

amp. ant. Ram. amp. lat.及ビRam. reces. utric.

ニ分枝 シ,同 時ニGanglion acusticumノ 尾 方 ヨ
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リCrista amp. post.ニ 行 ク一 枝Ram. amp. post.

ヲ認 メラ レ,階 梯6ニ 至 レバRam. sacculiヲ,階

梯11ニ 至 リテRam. lagenae及ビRam. basilaris

ハ 完全 ニ分 離 ス.

5. 結 論

1) 痺〓ニ 於 テハFinemannノ説 ノ如 ク聴 胞

ノ最 大 徑 ハ頭 尾 ノ方 向ニ 存 在 ス.

2) 聴 胞 ノ背部 ハ薄 キ單 層 骰 子 形 上皮,腹 部 ハ

厚 キ重 層 圓柱 上皮 ヨ リ彼 ハ レMacula communis

ヲ形成 シLumenrandzoneヲ 認 メ核分 裂 ノ像 著

明 ナ リ.

3) 内淋 巴管 ハ聴 胞 ノ背 壁 ノ中 央 ヨ リ起 リ自身

ノ活溌 ナ ル發 育 ニ ヨ リテ増 大 シ菱腦 ノ背壁 ニ開 口

ス.

4) 内淋 巴管 ト内 淋 巴嚢 ト ノ 區 別 ハ 最 初 形態

的,然 ル後 顯 微 鏡 的 ニ行 ハ ル.

5) 内 淋 巴管,内 淋 巴嚢 壁 ノ上 皮 ハ初 期 ニハ 共

ニ重 層 圓 柱 上皮 ナ レ共 ,後ニ 至 レバ 内淋 巴嚢 壁 ハ

重 層,内 淋 巴 管壁 ハ單 層 圓 柱 上皮 ヨ リ成 ル.

6) 左 右 ノ内淋 巴嚢 ハ發 育 スル ニ從 ヒ接 近 ス レ

共 兩 側 互 ニ密 着 スル事 ナ シ.

7) 半 規 管 ノ形 成 ハ聴 胞 壁 ノ膨 出 即 チ 半規 管 嚢

形 成 ト,溝 形 成 トBasalmasseノ 出現 即 チ 半規 管

ノ絞 斷 ノ2ツ ノ機轉 ニ ヨ リテ行 ハ レKrauseノ 所

謂Saugertypニ屬 ス.

8) 溝 ノ形 成 ハ後 半 規 管嚢 外 壁ニ 於 テ最 モ早 期

ニ行 ハ ル.

9) 半 規 管 ノ形成 ハ後 半 規 管,前 半 規 管,外 半

規 管 ノ順 ニ行 ハ ル.

10) 痺〓ニ 於 テ ハ前 及ビ 外 半規 管 ハ橢 圓 嚢 上 竇

ニ開口 シ,後 半 規 管 ハ1ツ ノ閉鎖 セ ルZirkelgang

ヲ形 成 シDuct. canalis post.ニ ヨ リテ球 嚢ニ 連

ル.

11) 半 規 管 ノ長 サハ 後半 規 管 最 モ長 ク,前 半 規

管 最 モ短 シ.

12) 半 規 管 ノ上皮 ハ 初期 ニハ單 層骰 子 形 上皮 ナ

レ共,發 育 スル ニ從 ヒ單 層 扁 平上 皮 ヨ リ成 ル.

13) 壺 腹 部形 成 ノ順序 ハ半 規管 ノ ソ レ トー致 シ

後壺 腹 部,前壺 腹 部,外壺 腹 部 ノ順ニ 行 ハル.

14) 前壺 腹 部 ハ橢 圓嚢 ノ頭 腹部ニ,外 壺 腹部 ハ

頭 外 壁ニ 開口 シ,橢 圓嚢 ハDuctus utricularisニ

ヨ リテ間接ニ 橢 圓 嚢 窩ニ 連 ル.

15) 階 梯8ニ 於 テ後 壺 腹部ニ,階 梯9ニ 至リ 前,

外壺 腹 部ニ 毛 細胞,支 柱細 胞 ノ分 化 ヲ認 ム.

16) 壺 腹 部 上皮 ハ 初 期 ニ ハ 重層 圓 柱 上皮 ナ レ

共,發 育 スル ニ從 ヒ壺 腹櫛 ノ部 分 ヲ除 キ單層 扁 平

上 皮 ヨ リ成 ル.

17) Basalmasseハ 後 半規 管嚢 ノ 溝形 成 ヨ リ

稍 々後 レテ 出現 シ,半 規 管 形成 後 モ暫 時橢 圓嚢,

橢 圓嚢 上竇 外 壁 及ビ 球 嚢 背 外壁ニ 存 在 ス.

18) Basalmasseハ 主 トシ テ聴 胞 外壁ニ 認 メラ

レ内 壁ニ ハ極 メ テ少 量ニ 存 在 シ,半 規 管 ノ形成 ニ

重 要 ナル 意義 ヲ有 ス.

19) 橢 圓 嚢 各 部 ノ形 成 ハ 球 嚢 ト共 ニ膜 樣迷路

ノ器 官 中最 モ遲 ク極 メ テ 徐 々 ニ行 ハレ,Ductus

utricularis及ビCanalis communicansノ 形 成

ニ ヨ リテ其 ノ全 貌 明 カ トナ ル.

20) 橢 圓 嚢 各部 ノ境 界 ハ 諸學 者 ノ説 ノ如 ク明 カ

ナ ラザ レ共,橢 圓嚢 ト橢 圓嚢 窩ハ 階梯9ニ 於 テ區

別 セ ラ レ,橢 圓嚢 ト橢 圓 嚢 上竇 ハ 其 ノ境界 明 カナ

ラズ.

21) 痺〓ニ 於 テハ橢 圓嚢 後竇 ヲ缺如 ス.

22) 構 圓 嚢 ノ上 皮 ハ 初期 ニハ重 層 圓柱 上皮 ナ レ

共,發 育 スル ニ從 ヒ神經 終 末 ヲ除 キ他 ノ部分 ハ單

層骰 子 形 上 皮 又 ハ 單層 扁 平上 皮 ヨ リ成 ル.

23) 球 嚢 ハCanalis communicansノ 形成 ニヨ

リテ其 ノ形 成 ハ完 了 セ ラル.

24) 球 嚢 ハ 球 状ニ 近 キ 卵圓嚢 ナ レ共,外 淋 巴腔

ノ發 達 ニ ヨ リテ外 壁 ハ 凸 凹 ヲ呈 ス.

25) 内 淋 巴管 ハ球嚢 背 壁 ノ中央 ヨ リ起 リ,Fo-

ramen sacculocochleareハ 腹 内尾方 ニ,Ductus

canalis post,ハ 内 尾壁 ノ 中央ニ,Canalis com-

municansハ 頭背 内壁ニ 開口 ス.
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26) 球嚢壁ハ初期ニハ重層圓柱上皮ナレ共,發

育スルニ從ヒ神經終末ヲ除キ單層扁平上皮ヨリ成

ル.

27) Lagena原 基 ハ内 淋 巴管 及 ビ半 規 管嚢 ヲ除

ク他 ノ器 官 ヨ リ早 期ニ 認 メ ラ レ,初 メ腹 内方ニ 膨

出 スル モ次第ニ 腹方ニ 向 ヒ テ彎 曲 ス.

28) Pars basilarisハ 階 梯7ニ 於 テ3半 規 管 形

成 ノ結 果 明 カ トナル.

2g) Pars basilarisト 球 嚢 トノ間 ニハ 明 カナ ル

境界 ヲ認 メラ レズ.

30) 神經 上皮 ノ原基 ハ 厚 キLumenrandzone

ヲ有 スル重 層 圓柱 上皮 ヨ リ成 リ核分 裂 ノ像著 明 ナ

リ.

31) 後 壺腹櫛 ハ其 ノ分 化 最 モ早 ク,球 嚢 聴 斑,

Papilla lagenae, Papilla basilarisハ 分 化 最 モ

遲 シ.

32) 壺 腹櫛 形 成 ノ順 序 ハ 半 規 管 ノ ソ レ ト一 致

ス.

33) 階梯8ニ 於 テ後 壺 腹櫛 ニ毛 細 胞,支 柱 細 胞

ノ分化 ヲ認 メ,階 梯9, 10ニ 至 リテ前,外 壺 腹櫛

並 ニ球 嚢聴 斑,橢 圓嚢 窩 聴 斑 ニ兩細 胞 ノ分 化 ヲ認

ム.

34) 耳 石ハ 橢 圓嚢 窩聴 斑,Papilla lagenaeニ

於 テ ハ少 量,球 嚢聴 斑 ニハ多 量ニ 認 メ ラル.

35) 痺〓ニ 於 テハMacula neglectaヲ 認 メズ.

36) Ram. amp. ant., Ram. amp. lat., Ram.

reces. utric.ヲ 含 ムRam. ant.ハ 最 モ 早 期ニ 出

現 シ,次 デRam. amp. post.稍 々後 レテRam.

sacculi, Ram. lagenae, Ram. basilarisハ 最 モ

遲 ク分化 ス.

本 論文 ノ要 旨 ハ 昭 和15年8月臺 北 帝 國 大

學ニ 於 テ 開 催 ノ日 本解 剖學 會 第48囘總會 ニ

於 テ講演 セ リ.
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感 謝 ノ意 ヲ捧 ゲ,併 セ テ種 々有 益 ナル 御 援 助

ヲ忝 フセ ル當 教 室 金 津 助 教 授竝ニ 材 料 蒐集 ニ

際 シ多 大 ノ御 便宜 ヲ與 ヘ ラ レタル東 京 帝 國 大

學 臨 海實驗 所 主 任惠 利 助 教 授ニ 對 ジ茲ニ 重 ネ

テ謝 意 ヲ表 ス.

文 獻

1) Finemann, G., Anat. Hefte, Bd. 53, 1915.

2) Keibel, F, Anat. Anz., Bd. 48, 1915. 3)

Hertwig, O., Handbuch der vergl . u. experi-

ment. Entwicklungslehre, Bd. 2, Teil II, 1909.

4) Norris, Anat. Anz., Bd.19, 1901. 5) Bier-

baum, G., Zeitschrift f. wissensch. Zoologie.

Bd. 3, 1914, 6) Krause, R ., Anat. Anz., Bd. 19,

1901. 7) Krause, R., Arch. f. mikroskop.

Anat., Bd. 35, 1890. 8) Kuhn, Arch. f. mikro-

skop. Anat., Bd.14, 1877. 9) Harrison, H.S.,

Anat. Anz ., Bd. 23, 1903. 10) Tschernoff,

Anat. Anz., Bd. 34, 1909. 11) Tschernoffoff

Anat, Auz., Bd. 60, 1925-1926. 12) Noorden,

C.V., Arch. f. Anat, u. phys. Anat. Abt., 1883.

13) Poli, C., Arch. f. mikroskop. Anst., Bd. 48,

1897. 14 Retzius, G., Arch. f. Anat. u. phys.

Anat. Abt., Hefte II u. III, 1878. 15) Retzius,

G., Das Gehororgan der Wirbeltiere. I. Das

Gehororgan der Fische u. Amphibien, 1881.

16) Sidriak, Anat. Anz., Bd. 15, 1898. 17)

Thompson, W., Anat. Anz., Bd.3, 1883. 18)

Wenig, J., Morph. Jahrb., Bd.55, 1913. 19)

Wenig, J., Anat. Anz., Bd. 38, 1911. 20) Kuhn,

Arch. f. nukroskop. Anat., Bd. 20, 1882. 21)

141



820 大澤 光 男

Retzius, G., Anat. Anz., Bd. 7, 1891. 22) Sara-

sin, P.H., Anat. Anz., Bd.7, 1892. 23) Kuhn,

Arch. f. mikroskop. Anat., Bd.17, 1880. 24)

Alexander, C., Arch. f. mikroakop. Anat., Bd.

18, 1880. 25) Fleissig, J., Anat. Hefte, Bd. 37,

1908. 26) Keibel, Anat. Anz., Bd. 16, 1899.

27) Krause, R., Hertwig's Handbuch, 1906.

28) Kuhn, Arch. f. mikroskop. Anat., Bd. 16,

1877. 29) Yamamoto, T., Folia anat. jap.,

1929. 30) Okajima, K., Ergeb . d. Anat. u.

Entw., Bd. 21, 1914. 31) Okajima, K ., Anat.

Hefte, Bd. 45, 1912. 32) Maruyama, T ., Folia

anat. jap., Bd. 16, 1928. 33) Okajima
, K.,

Anat. Anz., Bd. 40, 1912. 34) Maruyama
, T.,

Foli anat. jap., Bd. 5, 1927. 35) 山 崎 直
,解

剖 學雜 誌,第6巻,第6號,昭 和8年9月. 36) 大 澤

光 男,岡醫雜,第51年,第12號,昭 和14年12月.

Aus dem Embryologischen Laboratorium des Anatomischen Institutes der Med. Fakultat Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. J. Shikinami).

Studien uber die morphologische Entwicklung des hautigen Labyrinths

bei der Narke japonica.

Von

Mitsuo Ozawa.

Eingegangen am 7. Dezember 1940.

Der Verfasser hat unter der Leitung von Herrn Prof. J. Shikinami untersuchungen

uber die morphologische Entwicklung des hautigen Labyrinths bei der Narke , japonica

vorgenommen. Die dabei gewonnenen Resultate waren folgende:

I. Das Horblaschen.,

1) Der grosste Durchmesser der Horblase liegt in der kraniokaudalen Richtung.

II. Der Ductus endolymphaticus.

1) Der Ductus endolymphaticus entspringt in der Mitte der dorsalen Wand des

Horblaschens, wird durch lebhaftes Eigenwachstum grosser und mundet dann in der

dorsalen Wand des Rautenhirns.

2) Saccus und Ductus endolymphaticus werden zuerst morphologisch, dann histo-

logisch unterschieden.

3) Die beiden Sacci endolymphatici des gut entwickelten Embryos nahern sich ein-

ander an der Mittellinie des Schadeldaches, ohne dass die beiden sich heruhren.
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4) Im Fruhstadium der Entwicklung bestehen Saccus und Ductus endolymphaticus

aus mehrschichtigem Zylinderepithel, aber spater bekommt der Saccus mehrschichtiges,

der Ductus einschichtiges Zylinderepithel.

III. 3 Bogengange.

1) Sie entstehen nacheinander durch zwei Prozesse, die Ausstulpung der Hor-

blaschen wand, d.h. die Bildung der Bogentasche, und die Furchen bildung mit Basalmasse,

d.h. die Abschnurung des Bogenganges.

2) Die Reihenfolge der Entstehung der Bogengange ist die folgende: der hintere

Bogengang-der vordere und der laterale Bogengang.

3) Der hintere Bogengang besitzt die grosste Lange, der laterale eine etwas ge-

ringere und vordere die kleinste.

4) Der vordere und laterale Bogengang mundet in den Sinus superior utriculi, der

hintere bildet einen geschlossenen Zirkelgang, wercher durch den Ductus canalis

posterioris mit dem Sacculus kommuniziert.

IV. 3 Ampullen.

1) Die zeitliche Anordung der Ampullenbildung ist die gleiche, wie sie imbezug auf

die Bogengange beschrieben worden ist.

2) Die Ampulla anterior mundet in den kranioventralen Teil, die Ampulla lateralis

in die kraniolaterale Wand des Utriculus ein, der Utriculus kommuniziert durch den

Ductus utricularis mit dem Recessus utriculi.

V. Die Basalmasse.

1) Die Basalmasse tritt etwas spater als die Furchenbildung der hinteren Bogen-

taeche auf, und befindet sich einige Zeit nach der Bildung der Bogengange in der dorso-

lateralen Wand des Sacculus, in der lateralen Wand des Sinus superior utriculi und im

Utriculus.

2) Die Basalmasse spielt eine grosse Rolle fur den Bildung der Bogengange.

VI. Der Utriculus.

1) Von allen Organteilen des hautigen Labyrinths werden der Utriculus und

Sacculus am spatesten abgeschnurt, und mit der Bildung des Duotus utricularis und

Canalis communicans wird die Bildung des Utriculus vollendet.

2) Bei der Narke japonica ist der Sinus posterior utriculi nicht vorhanden .

3) Die Abgrenzung zwischen Utriculus proprius und Sinus superior utriculi ist sehr

undeutlich, aber Utriculus proprius und Recessus utriculi sind im 9. Stadium voreinander

unterscheidbar.
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VIi, Der Sacculus.

1) Der Sacculus ist glattwandig und von ovaler Gestelt, seine laterale Wand wird

aber durch die Entstehung der Cisterna perilymphatica uneben.

2) Der Dnctus endolymphaticus entspringt in der Mitte dosalen Wand, Canalis

communicans, Foramen sacculocochleare und Ductus canalis posterioris munden in den

kraniodorsomedialen, ventromediokaudalen Wand, in die Mitte der mediokaudalen Wand

des Sacculus ein.

VIII. Pars basilaris und Lagena.

1) Die Lagena stulpt sich nach dem Ductus endolymphaticus und den Bogengangen

fruher als die ubrigen Organteile aus.

2) Die Pars basilaris wird durch Abschnurung des Bogenganges gebildet.

IX. Nervenendstelle und Nervenversorgung.

1) Die Neuroepithelanlage, die als Macula communis anzusehen ist, besteht aus

geschichtetem Zylinderepithel mit zahlreichen Mitosen.

2) Von den 3 Cristen hat sich am fruhesten die Crista ampullaris posterior, dann

die anterior und zuletzt die lateralis gebildet.

3) Lapillus an der Macula recessus utriculi und Asteriscus an der Papilla lagenae

sind an Zahlgering, dagegen Sagitta an der Macula sacculi sind zahlreich.

4) Bei der Narke japonica ist keine Macula neglecta vorhanden.

5) Zuerst erscheint Ramus anterior, die den Ramulus ampullae anterioris, Ramulus

ampullae lateralis mit Ramulus recessus utriculi enthalt, etwas spater Ramulus ampullae

posterioris und Ramuli sacculi; Ramuli lagenae und basilaris differentieren am spate-

eten. (Autoreferat)
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